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平
和
へ
の
願
い
　～
永な
が
井い

隆た
か
し

博
士
の
祈
り
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

第
26
回
永
井
隆
平
和
賞
発
表
式
典

　
三
刀
屋
町
は
、
放
射
線
医
学
の
研
究
と

原
子
爆
弾
に
よ
り
白
血
病
に
侵
さ
れ
な

が
ら
も
、『
長
崎
の
鐘
』
や
『
こ
の
子
を

残
し
て
』
な
ど
の
名
作
を
著
し
、「
平
和

を
」
の
願
い
を
全
世
界
へ
訴
え
続
け
た
永

井
隆
博
士
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
三
刀
屋
町

で
は
永
井
博
士
の
業
績
を
顕
彰
す
る
と
と

も
に
、
博
士
の
愛
と
平
和
の
精
神
を
、
次

代
を
担
う
若
い
世
代
へ
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
平
成
３
年
に
「
永
井
隆
平
和
賞
」
を

創
設
し
、
広
く
作
文
や
小
論
文
を
募
集
し

て
き
ま
し
た
。
合
併
し
た
雲
南
市
で
も
こ

れ
を
引
き
継
ぎ
、
26
回
目
を

迎
え
た
今
年
は
、
全
国
19
都

府
県
よ
り
１
３
９
２
点
の
作

品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
１
次
、
２
次
、
最
終

選
考
を
経
て
選
ば
れ
た
21
点

の
受
賞
作
品
の
発
表
式
典
を

９
月
11
日
（
日
）
に
三
刀
屋

文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
で
行

い
、
市
内
外
よ
り
約
７
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
21
人
の
受
賞
者

の
う
ち
17
人
が
出
席
し
、
表

彰
の
後
、
各
部
門
の
最
優
秀

賞
受
賞
者
が
作
品
の
朗
読
を

行
い
ま
し
た
。
小
学
生
低
学
年
の
部
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
掛
合
小
学
校
３
年
の

和い
ず
み泉
樹じ
ゅ

音の
ん

さ
ん
は
、
友
達
と
の
け
ん
か
の

中
か
ら
考
え
た
、自
分
に
と
っ
て
の「
に
ょ

こ
あ
い
人
」に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
木
次
小
学
校
の
児
童
に
よ

る
「
長
崎
の
鐘
」
の
合
唱
の
披
露
や
、
三

刀
屋
中
学
校
の
生
徒
が
司
会
進
行
や
表
彰

の
補
助
を
行
い
、
式
典
に
華
を
添
え
ま
し

た
。

受賞者記念撮影

表彰式作品の朗読
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①三刀屋高校掛合分校の生徒による朗読／②山
里小学校児童による学習発表／③調印式

山や
ま
里ざ
と
小
学
校
と
三
刀
屋
小
学
校

の
姉
妹
校
調
印

　
式
典
に
合
わ
せ
、「
長
崎
市
立
山
里
小

学
校
と
三
刀
屋
小
学
校
の
姉
妹
校
調
印

式
」
を
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
い
ま
し

た
。
永
井
博
士
の
母
校
で
あ
る
飯
石
小
学

校
は
、
博
士
と
ゆ
か
り
の
あ
る
山
里
小
学

校
と
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

の
３
月
に
飯
石
小
学
校
が
閉
校
に
な
っ
た

後
は
、
三
刀
屋
小
学
校
が
そ
の
交
流
を
引

き
継
ぎ
、
こ
の
度
の
調
印
式
で
は
今
後
の

交
流
に
つ
い
て
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン

第
26
回
永
井
隆
平
和
賞
　
受
賞
者
（
敬
称
略
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
：
応
募
数
２
２
９
点
】

結
　
果

氏
　
名

学
年

題
　
　
　
名

学
　
　
校
　
　
名

最
優
秀
賞

和い
ず
み泉

　
樹じ
ゅ
音の
ん

３

ぼ
く
の
「
に
ょ
こ
あ
い
人
」

掛
合
小
学
校

優
秀
賞

須す
や
ま山

　
嵩し
ゅ
う

真ま

３

家
族
が
い
る
か
ら
ぼ
く
が
い
る
～
ぼ
く
の
お
つ
と
め
～

鍋
山
小
学
校

佳

作

石い
し
田だ

　
慶け
い
太た

２

人
の
こ
と
を
た
い
せ
つ
に
で
き
る
人
に

西
小
学
校

佳

作

高た
か
原は
ら

　
健け
ん
人と

２

バ
ス
ケ
ッ
ト
っ
て
い
い
ね

三
刀
屋
小
学
校

【
小
学
生
高
学
年
の
部
：
応
募
数
５
６
６
点
】

結
　
果

氏
　
名

学
年

題
　
　
　
名

学
　
　
校
　
　
名

最
優
秀
賞

龍た
つ
谷た
に

　
　
南み
な
み

６

曾
祖
母
か
ら
学
ん
だ
生
き
方

三
刀
屋
小
学
校
　

優
秀
賞

永な
が
瀬せ

　
天て
ん
磨ま

６

相
手
を
思
い
や
る
心

佐
世
小
学
校

佳

作

陶す

山や
ま

　
晴は
る
香か

６

命
の
恩
人
は
私
の
身
近
に

大
東
小
学
校

佳

作

山や
ま
根ね

　
麗れ

奈な

６

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
大
切
な
平
和

加
茂
小
学
校

佳

作

景か
げ
山や
ま

　
　
桜さ
く
ら

６

伝
え
よ
う
!!
太
鼓
の
響
き
に
乗
せ
て

三
刀
屋
小
学
校

【
中
学
生
の
部
：
応
募
数
３
６
５
点
】

結
　
果

氏
　
名

学
年

題
　
　
　
名

都
道
府
県
・
学
校
名

最
優
秀
賞

前ま
え
原は
ら

　
未み

来き

３

私
の
核
廃
絶
～
曾
祖
父
と
い
っ
し
ょ
に
～

広
島
県
盈え
い
進し
ん
中
学
校

優
秀
賞

加か

藤と
う

　
大た
い
良ら

１

高
祖
母
と
曾
祖
母
か
ら
受
け
継
い
だ
戦
争
へ
の
想
い

掛
合
中
学
校

佳

作

福ふ
く
原は
ら
す
ず
な

３

未
来
へ
語
り
継
ぐ
た
め
に

沖
縄
県
八や
え重
瀬せ
町
立
東こ
ち
ん
だ
風
平
中
学
校

佳

作

国く
に
元も
と
ア
イ
コ

１

「
さ
よ
な
ら
」
の
意
味
は

出
雲
市
立
斐
川
東
中
学
校

【
高
校
生
の
部
：
応
募
数
２
０
０
点
】

結
　
果

氏
　
名

学
年

題
　
　
　
名

都
道
府
県
・
学
校
名

最
優
秀
賞

作さ
く
原は
ら

　
愛あ
い
理り

２

二
つ
の
思
い
、
願
い
は
一
つ

広
島
県
盈
進
高
等
学
校

佳

作

後ご

藤と
う
ゆ
う
ひ

３

博
士
と
祖
父
の
志
　
～
許
し
愛
～

秋
田
県
立
横
手
高
等
学
校

佳

作

伊い

藤と
う

　
正ま

子こ

３

斑ま
だ
ら

な
世
界
へ

愛
知
県
滝
学
園
滝
高
等
学
校

佳

作

伊い

敷し
き

　
江え

理り

１

先
人
た
ち
の
思
い

沖
縄
県
Ｋ
Ｂ
Ｃ
学
園
未
来
高
等
学
校

【
一
般
の
部:

応
募
数
32
点
】

結
　
果

氏
　
名

年
齢

題
　
　
　
名

都
　
道
　
府
　
県

最
優
秀
賞

錦に
し
こ
り織

　
博ひ
ろ
子こ

68

遺
影

島
根
県

優
秀
賞

末す
え
国く
に

　
正ま
さ
志し

59

母
か
ら
聞
い
た
満
州
引
き
揚
げ
の
こ
と

広
島
県

佳

作

渡わ
た
な
べ部

　
千ち

秋あ
き

49

先
生
　
あ
し
た
も
く
る
け
ぇ

島
根
県

【
特
別
賞
】

結
　
果

氏
　
名

年
齢

題
　
　
　
名

都
　
道
　
府
　
県

永
井
隆
特
別
賞

長な
が
澤さ
わ

　
　
諄ま
こ
と

90

生
と
死
は
紙
一
重

島
根
県

グ
で
は
三
刀
屋
高
校
掛
合
分
校
の
生
徒
に

よ
る
朗
読
が
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
山
里
小
学
校
か
ら
は
児
童
４
人
を
含
む

７
人
が
雲
南
市
を
訪
れ
、
三
刀
屋
小
学
校

や
旧
飯
石
小
学
校
、
永
井
博
士
生
い
立
ち

の
家
な
ど
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

③ ①

②

三刀屋小学校で記念植樹旧飯石小学校で地元の方との記念撮影
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平
成
27
年
度

  
決
算
報
告

決算の問い合わせは
財政課
☎0854-40-1023

　
平
成
27
年
度
の
決
算
が
９
月
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
決
算
で
は
、
歳
入
決
算
額
が
３
１
０
億
１
，３
６
９
万
円
（
対
前
年
度
０・５
％
減
）、
歳
出

決
算
額
が
３
０
６
億
３
，１
６
９
万
円
（
同
０・４
％
減
）
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
が
３
億
８
，１
９
９
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
３
，４
１
２
万
円
で
あ
り
、
実
質
収
支
は

３
億
４
，７
８
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一　般　　会　計

区分
会計 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳 入 歳 出

差 引 残 額

国 民 健 康
保 険 事 業
（事業勘定）

52億4,465万円 51億9,960万円 4,505万円

国 民 健 康
保 険 事 業
（直営診療施設勘定）

1億2,118万円 1億1,979万円 139万円

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 10億5,570万円 10億4,862万円 708万円

農 業 労 働 災 害
共 済 事 業 455万円 454万円 1万円

簡 易 水 道 事 業 4億9,726万円 4億9,497万円 229万円

生 活 排 水
処 理 事 業 24億9,667万円 24億9,128万円 539万円

財 産 区 77万円 77万円 0万円

土 地 区 画
整 理 事 業 4億4,517万円 4億4,481万円 36万円

　は一般会計と合わせて普通会計に含まれる特別会計。

❖ 特別会計

　市税の収入率は98.54％で、平成27年度も山
陰12市の中で最も高い。横断的な滞納整理体制
の強化が図られ、それによる成果が着実に現れて
きている。今後も財源の確保と負担の公平を期す
るため、未収金の解消に向けて、引き続き関係部
局間の連携を図り、総力を挙げて取り組まれるこ
とを望む。
　財政健全化法に基づく財政指標である実質公債
費比率、将来負担比率についてはいずれも早期健
全化基準を下回っている。今後もさらに比率の低
減に努め、財政の弾力化を図っていく必要がある。
　行財政改革の取り組みについては、行政評価制
度の定着化、組織機構の見直し、職員数の削減、
給与カットなどを行った結果、財政の収支均衡を
達成させた上、起債の繰上償還を実施することが
できた。今後も財政健全化に向けて一層の努力を
図られたい。
　平成27年３月に中国横断自動車道尾道松江線
が全線開通となり、交通の利便性は大いに増した。
島根県への観光客の数は増加している。雲南市に
おいても「出

いず

雲
もの

國
くに

たたら風
ふ

土
ど

記
き

」の日本遺産認定、
ＪＲ西日本の「瑞

みず

風
かぜ

」の立ち寄り観光地に選ばれ
るといったさまざまな観光資源を利用し、雲南市
の観光や商工業などの産業振興にさらに力を入れ
る必要がある。
　財政健全化への取組にあたっては、行政評価制
度を十分活用し、市民への説明責任を果たしなが
ら、公平かつ簡素で効率的な行財政システムの構
築に努め、最小の経費で最大の効果が上がる財政
運営を推進し、市民福祉の向上と市勢の発展に努
められることを望む。

監査委員の審査意見書から

市税
39億8,221万円

12.8％

市税
39億8,221万円

12.8％

自主財源
63億6,307万円

20.5％

自主財源
63億6,307万円

20.5％

地方交付税
148億5,980万円

47.9%

地方交付税
148億5,980万円

47.9%

依存財源
246億5,062万円　79.5%

依存財源
246億5,062万円　79.5%

市債
44億3,190万円

14.3%

市債
44億3,190万円

14.3%

国庫支出金
24億2,921万円

7.8%

国庫支出金
24億2,921万円

7.8%

県支出金
18億1,265万円　
5.9%

地方譲与税など
11億1,706万円　3.6%

諸収入
10億9,322万円　3.5%

分担金および負担金
3億6,926万円　
1.2%

使用料および手数料
3億2,056万円
1.1%

寄付金、繰越金
4億5,959万円　1.5%

財産収入
6,453万円
0.2%

繰入金
7,370万円
0.2%

歳　入
310億1,369万円
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一　般　　会　計普 通 会 計
性質別決算額

積立金現在高（平成27年度末）　111億　676万円
地方債現在高（平成27年度末）　347億4,569万円

項　　目 数　　値 説　　　　　　　明

財 政 力 指 数 ０．２５２
（０．２４９）

財政基盤の強さを表す指標です。財政力指数が高いほど自主財源の割合が高く、財
政力が強いことになります。

経 常 収 支 比 率 ８６．６％
（８５．３％）

毎年経常的に支払わなければならない経費の状況から、財政運営の弾力性を測定す
る指標で、低いほど財政運営に弾力性があり、高いほど財政運営が硬直化している
状況を表しています。

地方債現在高比率 １８１．５％
（１８１．３％）

財政規模に対する地方債（長期に渡り返済する借金）の残高を表したもので、低い
ほど財政運営が安定しています。

健
全
化
判
断
比
率

実 質 赤 字 比 率 該当なし
（該当なし）

一般会計等（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
雲南市の場合は、12.54％以上で財政健全化団体に、20%以上で財政再生団体
となります。

連結実質赤字比率 該当なし
（該当なし）

全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。雲南市の場合は、
17.54%以上で財政健全化団体に、30%以上で財政再生団体となります。

実質公債費比率 １２．４％
（１３．４％）

公債費の水準を測る指標です。一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金およ
び準元利償還金の標準財政規模に対する比率であり、従来から用いられてきた「起
債制限比率」を見直し、実態をより正確に把握するため、公営企業会計に対する繰
出金のうち元利償還金相当分などが要素に加えられています。この比率が25％以
上になると財政健全化団体に、35％以上で財政再生団体となります。

将 来 負 担 比 率 ７９．０％
（８４．３％）

地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模に対する比率です。350%以上で財政健全化団体となります。

資 金 不 足 比 率 該当なし
（該当なし）

公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率です。比率は各公営企業会計毎
に算定することとされており、20%以上で経営健全化団体となり、財政健全化団
体と同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

❖ 主な財政指標 下段（　）は平成26年度

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た

主

な

事

業

新庁舎建設事業������������ 21億1,346万円
大東分庁舎解体撤去事業��������� 1億1,339万円
地域づくり活動等交付金事業������� 2億6,250万円
公共交通対策事業������������ 2億3,860万円
養護老人ホーム入所支援事業������� 2億　780万円
介護保険事業（負担金）���������� 7億2,899万円
子ども医療費助成事業���������� 1億4,687万円
病院事業会計補助金����������� 6億1,224万円
雲南市・飯南町事務組合負担金（清掃事業）�� 6億3,875万円

中山間地域等直接支払制度�������� 2億6,949万円
地籍調査事業�������������� 1億2,153万円
木次駅前商業棟・木次経済文化会館整備事業��� 3億7,603万円
道路維持・新設改良事業����������７億2,324万円
国道整備関連事業��������������5,742万円
小・中学校施設整備事業������������8,996万円
菅谷たたら山内保存修理事業���������5,001万円
災害復旧事業����������������3,311万円

　など

民生費
62億9,150万円

20.5％

民生費
62億9,150万円

20.5％

公債費
55億3,758万円

18.1%

公債費
55億3,758万円

18.1%

総務費
58億2,332万円

19.0%

総務費
58億2,332万円

19.0%

衛生費
33億9,529万円

11.1%

衛生費
33億9,529万円

11.1%

土木費
27億5,285万円

9.0%

土木費
27億5,285万円

9.0%

農林水産業費
24億195万円

7.8%

農林水産業費
24億195万円

7.8%

教育費
21億8,755万円　
7.1%

消防費
9億4,300万円　3.1%

商工費
9億8,168万円　3.2%

議会費、労働費、諸支出金
2億8,386万円　1.0%

災害復旧費
3,311万円　0.1%

歳　出
306億3,169万円

義

　
務

　
的

　
経

　費

義

　
務

　
的

　
経

　費

そ

　
の

　
他

　

の
　
経

　
費

投 資 的 経 費

投 資 的 経 費 人件費
43億1,421万円

13.9%

人件費
43億1,421万円

13.9%

扶助費
36億3,282万円

11.7%

扶助費
36億3,282万円

11.7%

公債費
55億3,937万円

17.9%

公債費
55億3,937万円

17.9%
物件費

37億1,280万円
12.0%

物件費
37億1,280万円

12.0%

補助費等
38億9,813万円

12.6%

補助費等
38億9,813万円

12.6%

その他
45億8,719万円

14.7%

その他
45億8,719万円

14.7%

普通建設事業費
53億442万円

17.1%

普通建設事業費
53億442万円

17.1%

災害復旧事業費
3,311万円　0.1%

総　額
310億2,205万円
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収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
等
）

お
よ
び
支
出
（
維
持
管
理
費
等
）

　
平
成
27
年
度
３
月
末
現
在
の
水
道
使
用

戸
数
は
１
万
３
０
２
戸
、
年
度
末
の
総
有

収
水
量
（
料
金
収
入
の
も
と
に
な
っ
た
給

水
量
）
は
２
９
５
万
９
９
１
７
立
方
㍍
で

し
た
。

　
総
収
益
は
８
億
６
３
８
９
万
円
、
総
費

用
は
８
億
１
７
５
２
万
円
で
４
６
３
７
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
料
金
収
入
６
億
３
５
１
７
万
円
を

総
有
収
水
量
で
割
っ
た
１
立
方
㍍
当
た
り

の
供
給
単
価
（
有
収
水
量
１
立
方
㍍
あ
た

り
の
給
水
収
益
）
は
２
１
４
円
59
銭
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
水
道
を
供
給
す
る
た

め
に
か
か
る
１
立
方
㍍
当
た
り
の
給
水
原

価（
有
収
水
量
１
立
方
㍍
あ
た
り
の
費
用
）

は
２
３
４
円
４
銭
で
し
た
。
給
水
原
価
か

ら
供
給
単
価
を
差
し
引
く
と
19
円
45
銭
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
原
価
を
割
っ
て
供
給
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
市
か
ら
の
営
業
補

助
に
よ
り
損
失
額
の
縮
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
工
事
等
）

　
平
成
27
年
度
の
資
本
的
支
出
総
額
は
６

億
１
６
１
５
万
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち
建

  

水
道
事
業

設
改
良
費
は
３
億
９
８
２
７
万
円
で
、
主

な
事
業
と
し
て
は
海
潮
地
区
簡
易
水
道
施

設
整
備
事
業
、
上
久
野
地
区
水
道
整
備
事

業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
債
償
還
金
は
２
億
１
７
８

８
万
円
で
し
た
。

収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
等
）

お
よ
び
支
出
（
維
持
管
理
費
等
）

　
平
成
27
年
度
３
月
末
現
在
の
工
業
用
水

道
利
用
者
は
島
根
三
洋
電
機
株
式
会
社
と

ホ
シ
ザ
キ
株
式
会
社
の
２
事
業
所
で
、
年

度
末
の
総
給
水
量
は
46
万
６
２
２
０
立
方

㍍
で
し
た
。

　
総
収
益
は
４
３
０
３
万
円
、
総
費
用
は

６
５
４
３
万
円
で
、
２
２
４
０
万
円
の
赤

字
と
な
り
、
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
で

補
填
し
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
工
事
等
）

　
平
成
27
年
度
の
資
本
的
支
出
総
額
は
４

０
６
５
万
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち
建
設
改

良
費
は
７
２
８
万
円
で
、
国
道
54
号
拡
幅

に
伴
う
送
水
管
の
支
障
移
転
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
債
償
還
金
は
３
３
３
７
万

円
で
し
た
。

  
工
業
用
水
道
事
業

　
雲
南
市
議
会
９
月
議
会
で
認
定
さ
れ
た
平
成
27
年
度
公
営
企
業

会
計
（
水
道
事
業
会
計
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
お
よ
び
病
院
事

業
会
計
）
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
決
算
報
告
（
公
営
企
業
会
計
）

水
道
局
総
務
課
　
☎
０
８
５
４
－
42
－
３
４
７
３

平成27年度雲南市水道事業会計損益計算書
（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 6億4,800万円
営業外収益 2億1,589万円
経常収益　① 8億6,389万円
営業費用 7億1,776万円
営業外費用 9,976万円
経常費用　② 8億1,752万円
当年度純利益　（①－②） 4,637万円
前年度繰越利益剰余金 3,330万円
当年度未処分利益剰余金 7,967万円

平成27年度雲南市水道事業会計貸借対照表
（平成28年３月31日）

（税抜き）

固定資産 有形固定資産 105億298万円
無形固定資産 506万円

流動資産
現金預金 12億1,321万円
未収金 6,281万円
貯蔵品 789万円

資産合計 117億9,195万円
固定負債 企業債 44億301万円

引当金 6,117万円

流動負債

企業債 2億2,853万円
未払金 2,599万円
引当金 668万円
預り金 40万円
その他流動負債 60万円

繰延収益 長期前受金 29億8,491万円
負債合計 77億1,129万円
資本金 資本金 37億153万円

剰余金 資本剰余金 2億6,006万円
利益剰余金 1億1,907万円

資本合計 40億8,066万円
負債・資本合計 117億9,195万円

平成27年度雲南市工業用水道事業会計損益計算書
（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）

（税抜き）
営業収益 4,153万円
営業外収益 150万円
経常収益　① 4,303万円
営業費用 5,005万円
営業外費用 1,236万円
経常費用　② 6,241万円
特別損失　③ 302万円
当年度純利益　( ①－②－③ ) △2,240万円
前年度繰越利益剰余金 1,218万円
その他未処分利益剰余金変動額 3,339万円
当年度未処分利益剰余金 2,317万円
平成27年度雲南市工業用水道事業会計貸借対照表

（平成28年３月31日）
（税抜き）

固定資産 有形固定資産 5億3,068万円

流動資産
現金預金 2億191万円
未収金 3万円
貯蔵品 75万円

資産合計 7億3,337万円

固定負債
企業債 5億3,432万円
引当金 2,394万円

流動負債
企業債 3,409万円
未払金 143万円
引当金 56万円

繰延収益 長期前受金 2,637万円
負債合計 6億2,071万円
資本金 資本金 8,897万円

剰余金 資本剰余金 52万円
利益剰余金 2,317万円

資本合計 1億1,266万円
負債・資本合計 7億3,337万円
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決
算
概
要

　
平
成
27
年
度
は
４
月
よ
り
医
師
３
人
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
常
勤
医
師
21
人
体

制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
特
に
平
成
20

年
度
よ
り
非
常
勤
体
制
と
な
っ
て
い
た
泌

尿
器
科
に
お
い
て
７
年
ぶ
り
の
常
勤
体
制

と
な
り
、
泌
尿
器
科
領
域
の
診
療
を
充
実

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
内
科
・
外
科

系
医
師
の
増
員
に
よ
り
総
合
診
療
科
も
更

に
充
実
し
ま
し
た
。

収
益
的
収
入
（
医
療
費
収
入
等
）

お
よ
び
支
出（
給
与
費
、薬
品
購
入
等
）

　
病
床
利
用
率
は
90
・
４
％
（
各
病
床
の

利
用
率
に
つ
い
て
は
下
表
参
照
）
と
全
国

の
自
治
体
立
同
規
模
病
院
と
比
較
し
て
高

い
水
準
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
入
院

収
益
等
の
増
収
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
経
常
収
支
で
３
４
１
６
万
円
の

黒
字
と
な
り
、
４
期
連
続
で
黒
字
計
上
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
内
部
留

保
資
金
は
単
年
度
で
１
億
６
５
９
１
万
円

の
蓄
積
が
で
き
、
繰
越
内
部
留
保
資
金
も

12
億
１
９
４
４
万
円
と
な
り
、
健
全
経
営

の
基
盤
が
着
実
に
図
れ
て
い
ま
す
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
費
等
）

　
資
本
的
支
出
総
額
は
９
億
４
１
８
５
万

円
で
、
こ
の
う
ち
病
院
建
設
工
事
や
前
立

腺
手
術
装
置
な
ど
の
医
療
機
器
更
新
に
よ

る
建
設
改
良
費
は
７
億
１
８
９
２
万
円
で

し
た
。
ま
た
、
企
業
債
償
還
金
に
つ
い
て

は
２
億
１
８
７
３
万
円
で
し
た
。

  

病
院
事
業

雲
南
市
立
病
院
　
総
務
課
　
☎
０
８
５
４
－
43
－
２
４
４
２

業  務  量

１．病床数　281床
　　（一般病床160床（感染症4床含む）、地域包括ケア病床43床、回復期リハビリ病床30床、
　　 介護療養病床48床）

２．延べ患者数、１日平均患者数、病床利用率

財務諸表
平成27年度雲南市病院事業会計損益計算書
（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）

（税抜き）

　医業収益 35億2,292万円
　医業外収益 4億1,387万円
　訪問看護収益 6,144万円
　療養病床収益 2億3,900万円
経常収益 42億3,723万円
　医業費用 37億8,920万円
　医業外費用 1億7,913万円
　訪問看護費用 6,405万円
　療養病床費用 1億7,069万円
経常費用 42億307万円
経常利益 3,416万円
　特別利益 606万円
当年度純利益 4,022万円
　前年度繰越利益剰余金 4,039万円
　当年度未処分利益剰余金 8,061万円

平成27年度雲南市病院事業会計貸借対照表
（平成28年３月31日）

（税抜き）

固定資産
有形固定資産 33億1,721万円
投資その他の資産 6,145万円

流動資産
現金預金 10億3,375万円
未収金 6億6,449万円
貯蔵品他 2,013万円

繰延勘定 退職給与金 812万円
資産合計 51億515万円
固定負債 企業債 24億7,691万円

流動負債

企業債 2億3,311万円
未払金 3億8,546万円
引当金 1億5,825万円
その他流動負債 1,869万円

繰延収益 長期前受金 2億4,137万円
負債合計 35億1,379万円
資本金 資本金 15億1,075万円
剰余金 利益剰余金 8,061万円
資本合計 15億9,136万円
負債・資本合計 51億515万円

区　分
延べ患者数 ( 人 ) １日平均患者数 ( 人 ) 病床利用率（％）

前年度 本年度 増　減 前年度 本年度 増　減 前年度 本年度 増　減 同規模病院※
（H26年度）

入
　
院

一般病床 65,116 67,120 2,004 178．4 183．4 5．0 87．9 90．3 2．4
69.2

（うち包括ケア） （8,238）（14,679）（6,441） （38．9） （40．1） （1．2） （90．4） （93．3） （2．9）

回復リハ 10,081 10,422 341 27．6 28．5 0．9 92．1 94．9 2．8
84.5

介護療養 15,348 15,397 49 42．0 42．1 0．1 87．6 87．6 0．0

入院計 90,545 92,939 2,394 248．0 254．0 6．0 88．3 90．4 2．1 69.3

外　来 95,878 96,074 196 392．9 395．4 2．5 － － － －
※全国の自治体立病院（200床～300床）



UNNAN◎BIYORI

◀雲子ちゃん

まちの話題を
紹介するよ

硬式野球教室「硬式野球プロジェクト」が大東公
園野球場で行われ、雲南地域から16人の中学３

年生が参加しました。
　この教室は、高校でも野球を続けたい中学３年生が
早い時期から硬式野球に触れることと、雲南市の高校野
球がより盛り上がることを目的に、講師に西日本クラブ
リーグチャンピオン決定戦で優勝経験もある社会人硬式
野球チーム「Ｍ

エム

Ｊ
ジェー

Ｇ
ジー

島根硬式野球クラブ」を招き、株
式会社キラキラ雲南の主催により開催されたものです。

硬式野球プロジェクト

　参加者は、９月４日
（日）は打撃、25日（日）
は守備をとそれぞれ基
礎からしっかり学び、
慣れない硬式ボールに苦戦しながらも真剣に取り組ん
でいました。

▲指導を受ける参加者たち ▲参加者の集合写真

９/４●

25
日

日

９/18
日

深野神楽復活30周年記念共演会が深野神楽保存会
（会長 河

かわ

角
すみ

義
よし

隆
たか

さん）の主催により田井小学校体
育館（吉田町）で行われ、約600人が来場しました。
　深野神楽は、大正時代から70年余り途絶えていまし
たが、昭和61年に復活をめざし「深野神楽保存会」が
結成され、今年で30周年を迎えることを記念し、共演
会が開催されました。
　共演会では同保存会や平成15年に伝統文化の継承を
目的として開講した「深野神楽こども教室」をはじめ県
内外から７団体が出演し、軽快な神楽ばやしに乗った
躍動感あふれる舞で観客を魅了しました。
　河角会長は「14年前、地域からの強い要望があり、
こども神楽教室が開講されました。そして今、大変嬉
しく、また心強く思うことは、後継者の育成ができ、伝
統の継承ができつつあることと同時に、神楽を続けたい
がために県外へ進学しても県内へ就職先を見つけ、帰っ

深野神楽復活30周年記念共演会

▲深野神楽こども教室による「八
やまたのおろち

俣大蛇」

てくる子どもたちが出始めたことです。地域の活性化に
取り組む私たちの願いが叶いつつあります」と思いを語
られました。
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UNNAN◎BIYORI

◀雲子ちゃん

まちの話題を
紹介するよ

▲歩行者シミュレーターの体験の様子 ▲ドライバーに安全運動を呼びかける LiLica＊さん

９/16●

21
金

水

秋の交通安全運動にあわせ、９月16日（金）に高齢
者の交通事故防止を図る「はつらつモデル地区」

に加茂地区が指定されていることから、加茂B&G海洋
センターで加茂はつらつ交通安全教室が行われ、約60
人が参加しました。
　教室では、雲南警察署の指導のもと交通安全教育車
「ご長寿安全号（反射神経測定、色覚体験）」、歩行者シ
ミュレーターおよび自転車シミュレーターの体験を通し
て楽しく交通ルールを学びました。

秋の交通安全運動交通安全

　また、９月21日（水）には交通事故ゼロ雲南関所（啓
発検問）が雲南警察署で行われ、関係者ら約60人が参
加し、ドライバーにチラシ等の啓発グッズを配布し、交
通安全を呼びかけました。
　交通安全大使に就任したエレクトーン奏者のL

リ リ カ

iLica＊

さんは「今回のこの活動をきっかけに市民の皆さんによ
り一層交通安全への意識を高めていただき、皆さんで
一緒に交通事故のない安全で安心な雲南地域を守って
いきましょう」と交通安全を呼びかけました。

「雲南市の女性の集い」設立の会が「大東町の女
性の集い」事務所（大東町）で行われ、34人

が参加しました。
　この集いは、市内
でさまざまな女性活
動団体が活躍されて
いる中、「大東町の
女性の集い」と「木
次町連合婦人会」の
皆さんが中心とな
り、市内の団体等に
呼びかけ、この度設
立をされました。

「雲南市の女性の集い」設立の会

　設立の会で白
しら

根
ね

三
み

代
よ

子
こ

会長は「人と人との繋がりを
大切にし、雲南市のまちづくりに女性の立場で関わっ
ていってほしい」と参加者に呼びかけました。

▲あいさつをする白根会長

▲会場の様子

９/21
水

9 市報うんなん  No.144



９月23日（金）に市内から11頭の若雌牛を出品いただき、雲南市種
しゅ

牛
ぎゅう

共進会を大東畜産検査場で開催しました。
審査の結果、次の６頭が特選賞に決まりました。

　特選賞の６頭は、10月22日（土）に松江市宍道町の島根中央家畜市場で開催される島根県種畜共進会へ出品さ
れます。
　このほか、県種畜共進会に次の２頭が出品されます。

雲南市種牛共進会

特選賞首席
　高
たかしま

島　幹
みき

雄
お

さん（大東町）さつき号
特選賞２席
　渡
わたなべ

部　　学
さとる

さん（大東町）まゆ号
特選賞３席
　大
おおさか

坂　運
うん

蔵
ぞう

さん（木次町）とみよし号
特選賞４席
　亀
かめやま

山　　稔
みのる

さん（木次町）うめ号
特選賞５席
　堀
ほり

江
え

　一
かず

夫
お

さん（吉田町）きくみち号
特選賞６席
　錦

にしこおり

織　邦
くに

男
お

さん（吉田町）はる号
部位賞　資質の部
　渡

わたなべ

部　　学
さとる

さん（大東町）しずか号 ▲特選賞首席を受賞した「さつき」号と高島幹雄さん

９/23●

10/12
金

水

母系牛群
　山
やま

根
ね

　　茂
しげる

さん（木次町）ひらきりかつ号
乳用種牛
　石
いし

倉
くら

　和
たか

幸
ゆき

さん（大東町）ホワイトビースタードリーム号

　また、10月12日（水）には、雲南市子牛共進会を吉田集畜場で開催し、市内から28頭の子牛が出品されました。
　特選賞に輝いた11頭が11月11日（金）に開催される島根中央子牛共進会の雲南市代表に決定しました。

▲審査の様子

▲特選賞首席を受賞した渡部 学さんの「らぶり」号

特選賞首席
　渡
わたなべ

部　　学
さとる

さん（大東町）らぶり号
特選賞２席
　細
ほそ

木
き

　滋
しげ

晴
はる

さん（木次町）めぐみさつき号
特選賞３席
　中
なか

西
にし

　康
こう

一
いち

さん（大東町）なかしげ号
特選賞４席
　岡
おか

田
だ

　　明
あきら

さん（掛合町）かつはな号
特選賞５席
　北
きた

尾
お

　正
まさ

成
なり

さん（掛合町）ひらしまだ号
特選賞６席
　角
つの

折
おり

　文
ふみ

昭
あき

さん（三刀屋町）もんじろう５４２号
特選賞７席
　中
なか

西
にし

　康
こう

一
いち

さん（大東町）ゆりふく号
特選賞８席
　狩
かり

野
の

　幹
みき

美
よし

さん（大東町）ゆり号
特選賞９席
　藤
ふじ

原
はら

　　勉
つとむ

さん（木次町）まつじろう号
特選賞10席
　武
たけ

田
だ

　伸
しん

二
じ

さん（大東町）ゆりむすめ号
特選賞11席
　山
やま

根
ね

　　茂
しげる

さん（木次町）さち号

部位賞　前
ぜん

躯
く

の部
　岡
おか

田
だ

　　明
あきら

さん（掛合町）かつはな号
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道の駅ゆめランド布野を発着とし、道の駅「ふぉれ
すと君

きみ

田
た

」、「たかの」、「たたらば壱番地」、「頓原」、
「赤来高原」を巡る全長124kmの起伏に富んだロング
コースでサイクリングイベントが開催され、県内外から
303人が参加しました。

▲県道掛合上阿井線吉田町地内を走行する参加者 ▲道の駅「たたらば壱番地」に到着した参加者

「道の駅グルメライド in中国山地」
開催 !!

９/25
日

　先頭が午前10時30分頃、奥出雲町側から吉田町内を
訪れ、道の駅「たたらば壱番地」で豚丼、プリンなどの
グルメを堪能したあと、次の道の駅「頓原」をめざして
本コース最難関の国道54号青

せい

雲
うん

トンネルまでの長い登り
坂に向かって出発して行きました。

中学生が日ごろ考えていることを広く発表すること
で、自立心を育てる機会とするとともに、大人の

青少年健全育成に対する理解を深めることを目的とし
た「少年の主張島根県大会」が木次経済文化会館チェ
リヴァホールで開催されました。
　雲南市からは、三刀屋中学校３年錦

にしこおり

織歩
あゆ

香
か

さんと、
大東中学校１年の永

なが

井
い

宏
ひろ

樹
き

さんが出場され、県内から
の代表17人がそれぞれの主張を発表しました。
　錦織さんは「日常の中に」と題し、「日常の中にある

少年の主張島根県大会

一瞬一瞬を大切にしようと決めた」と発表し、青少年
健全育成県民会議会長賞を受賞されました。
　永井さんは「チャレンジャー」と題して、自身の体験
から実感した、チャレンジしていくことの大切さについ
て熱く語られました。
　また、最優秀賞受賞の松江市立第一中学校２年の林

はやし

英
え

里
り

さんは、島根県代表として中四国ブロックでの録
音審査に進まれます。

▲永井さんの発表の様子 ▲錦織さんの受賞の様子

９/27
火
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女
性
の
感
性
に
よ
る

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

　
９
月
21
日
（
水
）、
市
内
６
町
の
女
性
34
名
出
席
の
下
、「
雲
南
市
の
女
性
の

集
い
」が
設
立
さ
れ
、出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
規
約
の
目
的
に
は
、「
雲

南
市
を
明
る
い
住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め
に
、
女
性
の
地
位
向
上
、
女
性
の
意

識
改
革
を
目
指
し
、
女
性
の
感
性
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の

研
修
活
動
及
び
実
践
活
動
を
行
う
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
雲
南
市

に
住
む
す
べ
て
の
女
性
が
活
動
団
体
ま
た
は
個
人
で
参
加
で
き
る
」
と
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
の
参
加
者
数
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、「
大
東
町
の
女
性
の
集
い
」
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
会
長
に
は
、「
大
東
町
の
女
性
の
集
い
」
の
白し

ら

根ね

三み

代よ

子こ

会
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。「
大
東
町
の
女
性
の
集
い
」
は
、
平
成
12
年
４
月

に
設
立
さ
れ
、「
女
性
の
豊
か
な
感
性
と
優
し
さ
で
ま
ち
を
明
る
く
す
る
こ
と
」

を
め
ざ
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
３
月
に
そ
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、
私
も
雲
南
市
誕
生
以
来
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
賑
や
か
さ
に
い
つ
も
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
中
旬
、
そ
の
集
い
の
皆
様
を
含
む
「
雲
南
市
女
性
協
議
会
」
か
ら
、
雲

南
市
全
体
の
女
性
の
集
い
の
設
立
の
相
談
を
受
け
、
す
ば
ら
し
い
企
画
に
賛
同

し
た
後
、
す
ぐ
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
雲
南
市
で
は
平
成
19
年
３
月
に
雲
南

市
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

が
、
そ
の
と
き
に
掲
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
が

「
気
づ
い
て
築
く
う
ん
な
ん
プ
ラ
ン
」で
す
。

　
女
性
の
皆
様
の
感
性
、
団
結
力
、
実
行

力
に
よ
る
今
回
の
「
雲
南
市
の
女
性
の
集

い
」
の
発
足
は
、
ま
さ
に
「
気
づ
い
て
築

く
」
の
実
践
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
実

現
の
速
さ
に
万
雷
の
拍
手
を
贈
る
と
と
も

に
、
雲
南
市
の
幸
せ
に
大
き
な
役
割
を
果

た
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

「雲南市の女性の集い」であいさつする速水市長

unnan
市長
コラム
市長
コラム

「おそとであそぼっ！inうんなん」が同委員会（代
表　須

す

藤
とう

和
かず

裕
ひろ

さん）の主催により、食の杜「室
山農園」（木次町）にある木次子育て支援センターくり
おねの畑で開催され、15組の親子が芋ほりを行いました。
　この事業は、乳幼児の親子が自然とふれ合いながら
子育てを楽しんでもらうため、自然が豊かな雲南市を
フィールドに実施している外遊びの場を提供する目的
で平成26年度から実施されています。今年度は、子育
て支援センターや交流センターなど市内８ヵ所で開催
され、延べ90組の親子が参加し、砂あそびや泥あそび、
芋ほりなどをして外遊びを楽しみました。

乳幼児の外遊び
「おそとであそぼっ！inうんなん2016」

　参加した保護者の皆さんからは「喜んで遊ぶ子ども
の姿を見ることができて良かった。外遊びの大切さを教
えてもらった」と感想をいただきました。
　須藤代表は「今後も、地域の皆さんと連携しながら
子どもたちが自然と触れ合える場を提供していきたい」
と抱負を述べられました。

「おそとであそぼっ！inうんなん」実行委員会
Facebookページ
→https://www.facebook.com/#!/osotodeunnan/

▲ 7/15　入間交流センターの様子 ▲ 10/4　冒険の森てんばの様子

10/13
木
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研
究
所
で
は
、
日
常
的
に
運
動
に
取
り

組
む
人
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

21
年
か
ら
腰
痛
・
ひ
ざ
痛
を
予
防
す
る
運

動
（
柔
軟・筋
力
増
強
運
動
、散
歩・ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
）
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
地
域
全
体

へ
の
運
動
普
及
は
成
功
し
に
く
い
（
運
動

す
る
人
が
増
え
な
い
）
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
モ
デ
ル
地
区
の
方
々
と
と
も
に

継
続
的
に
運
動
を
普
及
し
て
き
た
結
果
、

取
り
組
み
開
始
か
ら
３
年
で
実
際
に
運
動

す
る
人
が
増
え
始
め
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
、
研
究
所
で

は
現
在
、
市
内
全
地
域
を
対
象
に
腰
痛
・

ひ
ざ
痛
予
防
の
運
動
を
普
及
し
て
い
く
た

め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
運
動
に
取
り
組
む
人
を
地
域
全
体
で
増

や
す
方
法
は
ま
だ
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て

お
ら
ず
、
世
界
中
で
そ
の
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。今
回
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

「
う
ん
な
ん
健
康
都
市
宣
言
」
の
ひ
と
つ
、

「
か
な
え
ま
す
　
無
理
せ
ず
で
き
る
　
運

動
習
慣
」
を
実
現
し
、
そ
の
成
果
を
こ
こ

雲
南
か
ら
国
内
外
に
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
の
お
願
い

　
こ
の
開
始
に
あ
た
り
、
10
月
末
に
、
運

動
普
及
の
効
果
や
健
康
へ
の
影
響
を
検
証

す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
モ
デ
ル
地
区
の
住
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
と
す
る
調
査
で
し
た

が
、
全
地
域
で
運
動
普
及
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
か
ら
、
今
回
か
ら
市
内
全
地
域
を

対
象
と
し
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
無

作
為
に
抽
出
さ
れ
た
40
歳
か
ら
79
歳
の

７
０
０
０
人
の
市
民
の
方
々
が
調
査
対
象

と
な
る
予
定
で
す
。

　
10
月
末
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
し
ま
す

の
で
、
調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
本
調
査
の

結
果
は
、
市
の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

事
業
等
に
広
く
役
立
て
て
い
く
予
定
で

す
。

　
妊
婦
さ
ん
が
安
心
し
て
妊
娠
期
を
過
ご

し
、
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
市

が
推
し
進
め
る
子
育
て
支
援
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
健
康
推
進

課
内
に
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
一

人
を
配
置
し
ま
し
た
。

【
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
っ
て
？
】

　
妊
娠
初
期
か
ら
、
出
産
・
子
育
て
期
ま

で
の
妊
産
婦
さ
ん
や
ご
家
族
、
ま
た
周
囲

の
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ

て
相
談
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い
ま
す
。
ま

た
、
医
療
機
関
へ
の
中
継
役
と
な
り
、
子

育
て
世
代
の
皆
さ
ん
を
総
合
的
に
支
え
る

専
門
職
で
す
。

★
こ
ん
な
と
き
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
・
は
じ
め
て
の
妊
娠
で
不
安

　
・
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
の
増
え
方
が
心
配

　
・
悩
み
を
相
談
す
る
人
が
い
な
い

　
・
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
る
場
所
は
ど
こ
？

　
・
離
乳
食
が
う
ま
く
進
ま
な
い
…
…

�

な
ど
な
ど

【
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
の
？
】

　
妊
娠
か
ら
出
産
、
育
児
に
悩
ん
で
い
る

お
母
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
切
れ
目
な
く
対
応
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

　
・
相
談
支
援

母
子
健
康
手
帳
と
あ
な
た
の
子
育
て

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
お
渡
し
し
ま
す
。

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
の
心
配
事
、

健
康
の
こ
と
な
ど
相
談
を
受
け
ま

す
。

　
・
家
庭
訪
問

継
続
的
な
支
援
が
必
要
な
場
合
に

は
、
面
接
や
訪
問
を
行
い
ま
す
。

　
・
関
係
機
関
と
の
連
携

医
療
機
関
や
関
係
機
関
等
と
連
携
を

取
り
、
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
・
乳
幼
児
健
診
で
の
声
か
け

健
診
に
来
ら
れ
た
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
声
か
け
し
、育
児
の
様
子
を
伺
い
、

適
宜
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

【
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
？
】

　
健
康
推
進
課
☎
０
８
５
４
―
40
―
１
０
４
５

で
す
。
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

他
に
、
保
健
師
・
歯
科
衛
生
士
も
相
談
に

応
じ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
♥

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
う

「
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

111

こ
れ
ま
で
の
運
動
普
及
の
成
果

健
康
都
市
宣
言
の
実
現
に
向
け
て

135
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認
定
看
護
師
と
は
ど
ん

な
資
格
で
す
か
？

　
看
護
師
と
し
て
５
年
以
上
の
実

践
経
験
を
持
ち
、
日
本
看
護
協
会

が
定
め
る
６
１
５
時
間
以
上
の
認

定
看
護
師
教
育
を
修
め
、
認
定
看

護
師
認
定
審
査
に
合
格
す
る
こ
と

で
取
得
で
き
る
資
格
で
す
。
審
査

合
格
後
は
認
定
看
護
師
と
し
て
の

活
動
と
自
己
研
鑽
の
実
績
を
積
み
、

５
年
ご
と
に
資
格
を
更
新
し
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
７
月
現
在
、
１

万
７
４
４
３
人
の
認
定
看
護
師
が

全
国
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

【感染管理認定看護師の活動の実際】
　他職種（医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師、事務員）で構成される感
染対策チーム（ICT :I

インフェクション

nfection C
コ ン ト ロ ー ル

ontrol T
チ ー ム

eam）の一員として感染防止対策
の実働を行っています。
≪院内活動≫
◦週１回感染対策チームで巡視を行

い、感染対策の確認、指導
◦院内研修会や勉強会を開催し職員

への教育
◦感染防止対策委員会に所属し報告

や提言
◦職員からの感染対策に関する相談

に対応
◦感染対策が円滑に行えるように他

部門間の調整

≪院外活動≫
◦連携している医療機関の感染対策

チームで合同の会議を開催
◦山陰インフェクションコントロー

ルセミナーや島根感染対策セミ
ナーの世話人会に所属し、山陰地
区や島根地区の感染対策の知識・
技術向上のため、会の運営を補助

◦外部の研修会の講師として出向
き、感染症予防などの講義

　　　実績　雲南圏域内　12回
　　　　　　雲南圏域外　 ５回

（平成25年７月 資格取得後から平成28年９月末現在）

【感染管理認定看護師】
　他職種と協働しながら、医療を提供す
る場にいる患者・家族・訪問者や医療従
事者など全ての人を感染から守ることが
感染管理認定看護師の主な役割です。
　平成28年７月現在、2,560人の感染
管理認定看護師が全国で活動していま
す。（島根県には18人、当院１人。）

認
定
看
護
師
は
ど
ん
な
活
動
を
す

る
看
護
師
な
の
で
す
か
？

　
患
者
・
家
族
に
よ
り
よ
い
看
護
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
認
定
看
護
分
野
ご
と
の
専
門
性
を
発

揮
し
な
が
ら
認
定
看
護
師
の
３
つ
の
役
割
「
実

践
・
指
導
・
相
談
」
を
果
た
し
て
、
看
護
の
質

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　～
例
え
ば
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
～

◦
専
門
的
な
治
療
や
看
護
が
必
要
な
患
者
・
家

族
に
対
し
て
最
適
な
看
護
は
何
か
、
認
定
看

護
分
野
の
専
門
知
識
に
基
づ
き
判
断
し
、
実

践
し
ま
す
。

◦
他
の
看
護
師
に
対
し
、
自
ら
が
手
本
と
な
り

専
門
知
識
や
看
護
技
術
な
ど
を
指
導
し
、
水

準
の
高
い
看
護
を
行
え
る
よ
う
に
働
き
か
け

た
り
、
看
護
の
現
場
で
直
面
す
る
問
題
や
疑

問
の
相
談
に
乗
り
、
改
善
策
を
導
き
出
せ
る

よ
う 

認
定
看
護
分
野
の
専
門
知
識
に
基
づ
き

支
援
し
ま
す
。

（
出
典
：
日
本
看
護
協
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　
　
　
　

 

認
定
看
護
師
っ
て
ど
ん
な
看
護
師
よ
り
）

　
９
月
９
日
（
金
）、
平
成
28
年
度

第
２
回
感
染
防
止
対
策
連
携
医
療
機

関
に
よ
る
合
同
会
議
が
当
院
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
内

の
連
携
し
て
い
る
４
病
院
が
会
場
を

持
ち
回
り
に
年
４
回
開
催
す
る
会
議

で
す
。

　
感
染
症
の
治
療
の
過
程
に
お
い
て

広
い
範
囲
の
微
生
物
に
効
果
の
あ
る

抗
菌
薬
を
不
必
要
に
使
う
こ
と
で
、

本
来
治
療
で
き
る
は
ず
の
抗
菌
薬
が

効
か
な
い
微
生
物
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
薬
剤
耐

性
菌
と
い
い
ま
す
。
こ
の
会
議
で
は

薬
剤
耐
性
菌
が
出
現
し
な
い
よ
う
な

適
正
な
抗
菌
薬
の
使
い
方
が
さ
れ
て

い
る
か
、
ま
た
薬
剤
耐
性
菌
の
検
出

状
況
等
を
施
設
ご
と
に
ま
と
め
、
動

向
や
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

す
。
そ
の
他
、
各
施
設
か
ら
の
感
染

対
策
の
相
談
や
情
報
交
換
、
会
場
と

な
っ
た
病
院
を
他
施
設
の
感
染
対
策

チ
ー
ム
が
巡
視
を
行
い
、
感
染
対
策

に
お
け
る
問
題
点
を
指
摘
し
ま
す
。

　
会
議
で
は
一
つ
の
テ
ー
マ
や
相
談

に
対
し
て
各
施
設
か
ら
の
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
参
考
に
な
る
部
分

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
常
業
務

で
、
こ
う
い
う
場
合
に
は
ど
う
す
べ

き
だ
ろ
う
と
迷
う
こ
と
は
、
専
門
書

に
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

く
、
他
の
病
院
で
の
方
法
を
気
軽
に

相
談
で
き
、
正
し
い
方
向
性
を
指
示

し
て
も
ら
え
る
と
い
う
体
制
は
、
と

て
も
重
要
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
指
導
も
参
考
に
し
な
が
ら

病
院
の
感
染
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▲感染予防の講義（雲南消防本部）

▲実践演習の様子（雲南消防本部）

▲ ICT合同会議の様子（９月９日）

当院の感染管理認定看護師の活動

認定看護師とは
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雲
南
病
院
だ
よ
り

　
９
月
14
日
（
水
）
か
ら
17
日
（
土
）

ま
で
の
４
日
間
、
兵
庫
県
災
害
医
療

セ
ン
タ
ー
で
雲
南
市
立
病
院
第
２
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
養
成
研

修
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ムD

デ
ィ
ザ
ス
タ
ー

isaster M

メ
デ
ィ
カ
ル

edical 
A

ア
シ
ス
タ
ン
ス

ssistance T

チ

ー

ム

eam

の
頭
文
字
を

と
っ
て
略
し
て
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
医
師
、
看
護
師
、
業
務

調
整
員
（
医
師
・
看
護
師
以
外
の
医

療
職
お
よ
び
事
務
職
員
）
で
構
成
さ

れ
、
大
規
模
災
害
や
多
傷
病
者
が
発

生
し
た
事
故
な
ど
の
現
場
に
、
急
性

期
（
お
お
む
ね
48
時
間
以
内
）
に
活

動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ
た
、
専
門

的
な
訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
で

す
。

　
当
院
は
、
医
師
１
人
、
看
護
師
３

人
、
業
務
調
整
員
１
人
の
５
人
で
受

講
し
、
チ
ー
ム
医
療
や
災
害
時
の
情

報
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
座
学

に
始
ま
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
実
技

を
経
て
試
験
を
行
い
、
最
終
日
に
は

実
働
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
非
常
に

短
期
間
か
つ
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
し
た
が
、
４
日
間
し
っ
か
り
災
害

医
療
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
働
訓
練
で
は
、
本
部
や
他

の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
、
関
係
機
関
と
の
連

携
、
情
報
共
有
、
指
揮
命
令
系
統
の

確
立
の
難
し
さ
を
身
を
持
っ
て
体
験

し
、そ
の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
は
現
場
の
医
療

だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
多
く
の
患

者
さ
ん
が
運
ば
れ
る
被
災
地
の
病
院

機
能
を
維
持
、
拡
充
す
る
た
め
に
、

病
院
の
指
揮
下
に
入
り
医
療
行
為
を

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
病
院
支
援

や
、
首
都
直
下
型
、
東
海
、
東
南
海・

南
海
地
震
な
ど
想
定
さ
れ
る
大
地
震

　
10
月
６
日
（
木
）
か
ら
７
日
（
金
）

ま
で
の
２
日
間
、
三
刀
屋
高
校
１
年

生
の
「
地
域
産
業
研
究
」
実
習
（
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。
今
年
は
医
療
の
道
に
興
味
を

持
つ
４
人
の
生
徒
が
実
習
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
初
日
は
医
療
技
術
職
場
体
験
と
し

て
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
保
健
推
進

課
・
地
域
連
携
室
）
と
検
査
技
術

科
、
放
射
線
技
術
科
で
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
各
職
種

の
業
務
範
囲
の
広
さ
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。

　
２
日
目
は
２
班
に
分
か
れ
、
看
護

師
と
一
緒
に
病
棟
で
看
護
現
場
の
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
今
後
の
進
路
の
参

考
に
な
っ
た
」、「
仕
事
の
大
変
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
医
療
の

仕
事
の
良
い
と
こ
ろ
や
大
変
な
こ
と

を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。

　
当
院
は
次
世
代
の
地
域
医
療
を
担

う
医
療
人
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
医
師
、看
護
師
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
が
連
携
し
合
っ
て

成
り
立
つ
医
療
の
現
場
を
、
見
て
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
地

域
医
療
を
担
う
人
材
が
増
え
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
今
後
も
た
く

さ
ん
の
体
験
学
習
を
受
け
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
多
数
の
重
症
患
者
が
発
生
し
た
際

に
、
平
時
の
救
急
医
療
レ
ベ
ル
を
提

供
す
る
た
め
、
被
災
地
の
外
に
搬
送

す
る
広
域
医
療
搬
送
な
ど
、機
動
性
、

専
門
性
を
生
か
し
た
多
岐
に
わ
た
る

医
療
的
支
援
も
行
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
、
技
術
と
知
識
を
研け
ん
鑽さ
ん
し
、
有

事
の
際
に
は
迅
速
か
つ
適
切
な
行
動

を
取
れ
る
よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら
準
備

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
11
月
12
日
に
は
当
院
で
、
近
隣
で

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
想
定
の
防

災
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

訓
練
に
は
、
他
県
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
参

集
し
、
合
同
で
訓
練
し
ま
す
。
今
後

の
連
携
体
制
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

（
Ｄデ

ィ
ー

Ｍマ

ッ

ト

Ａ
Ｔ
）
第
２
隊
結
成

市立
病院建設工事起工式

▲左から　岡
おか

田
だ

敬
けい

一
いち

永
なが

瀬
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こ
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子
こ
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屋
高
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ー
ン
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望
みひろ

紘ちゃん（三刀屋町坂本）
平成 27年 11月 13日生まれ
１歳おめでとう
いけずで、かわいいみーちゃん
元気に大きくなってね

名な
ば
ら原
靖や
す
ひ
ろ裕
さ
ん
・
雪ゆ
き
の乃
さ
ん
の
お
子
さ
ん

明
あかり

里ちゃん（三刀屋町下熊谷）
平成 27年 11月 10日生まれ
明里ちゃん、お誕生日おめでとう
これからもずっと笑顔で健康でいて
ね

薬や
く
し
じ
師
寺
賢け
ん
し
ろ
う

志
郎
さ
ん・麻ま

り里
さ
ん
の
お
子
さ
ん

隆
たかと

斗ちゃん（三刀屋町給下）
平成 27年 11月９日生まれ
体を動かすことが大好きな隆斗
これからも元気いっぱい遊んで
大きくなってね

都つ

ま間
清き
よ
た
か隆
さ
ん
・
円ま
る
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

さくらちゃん（木次町湯村）
平成 27年 11月 10日生まれ
いつもニコニコさくらちゃん、
お誕生日おめでとう
すくすく元気に大きくなってね

江え
す
み角

　
望の
ぞ
むさ
ん
・
敬け
い
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

12月で満１歳（平成27年12月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで11月７日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますのでご注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家のHOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）

ののわわがが家家 HOPEHOPEHOPE
おめでとうおめでとう

11月で11月で11月で11月で満１歳満１歳満１歳

奏
かなと

斗ちゃん（三刀屋町三刀屋）
平成 27年 11月９日生まれ
家族みんなを笑顔にしてくれる奏斗
お誕生日おめでとう
元気に大きくなってね

飯い
い
し石
陽よ
う
い
ち一
さ
ん
・
玲れ

な奈
さ
ん
の
お
子
さ
ん

瑠
る か

翔ちゃん（掛合町掛合）
平成 27年 11月６日生まれ
食いしん坊な瑠翔ちゃん
たくさん食べて、大きくな～れ
お誕生日おめでとう

若わ
か
ば
や
し林
巧こ
う
き貴
さ
ん
・
千ち

ゆ

き
由
紀
さ
ん
の
お
子
さ
ん

榮
えいと

杜ちゃん（木次町東日登）
平成 27年 11月１日生まれ
えいと、誕生日おめでとう
これからもいっぱいやんちゃして
のびのび育ってね

周す
と
う藤
正ま
さ
き樹
さ
ん
・
彩あ
や
さ
ん
の
お
子
さ
ん
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 歩
あゆむ

ちゃん（加茂町加茂中）
平成 27年 11月 19日生まれ
歩、１歳おめでとう
にぃに、ねぇねといっぱいいけず
して、元気に大きくなろうね

加か
の
う納
吉よ
し
お保
さ
ん
・
美み

ゆ

き
由
紀
さ
ん
の
お
子
さ
ん

瑛
え い た

太ちゃん（木次町木次）
平成 27年 11月 13日生まれ
お誕生日おめでとう  瑛ちゃんの
ニコニコ笑顔がみんな大好きだよ
元気いっぱい大きくな～れ

渡わ
た
な
べ部
真し
ん
ご吾
さ
ん
・
香か

よ代
さ
ん
の
お
子
さ
ん

那
な づ き

月ちゃん（三刀屋町給下）
平成 27年 11月 20日生まれ
我が家の癒し系なーちゃん  あっ
という間にもう１歳  スクスク成
長ぶりがこれからも楽しみだよ

小お
が
わ川
伸し
ん
い
ち一
さ
ん
・
美み

さ沙
さ
ん
の
お
子
さ
ん

実
み わ

和ちゃん（木次町新市）
平成 27年 11月 24日生まれ
みわぽんおめでとう
可愛すぎていつもみんな癒されて
るよ  元気にすくすく育ってね

安あ

べ部
　
章あ
き
らさ
ん
・
智と
も
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

瑠
る か

佳ちゃん（木次町東日登）
平成 27年 11月 27日生まれ
お誕生日おめでとう  いつもみん
なを笑顔にしてくれる瑠佳  あり
がとう  逞しく大きくなぁれ

周す
と
う藤
公こ
う
へ
い平
さ
ん
・
千ち
あ
き晶
さ
ん
の
お
子
さ
ん

泰
た い ち

地ちゃん（木次町上熊谷）
平成 27年 11月 30日生まれ
１歳おめでとう
たくさん食べてお兄ちゃんと元気
いっぱい大きくなってね

渡わ
た
な
べ部
和か
ず
あ
き晃
さ
ん
・
美み

き紀
さ
ん
の
お
子
さ
ん

大
だ い ち

智ちゃん（三刀屋町多久和）
平成 27年 11月 29日生まれ
いつもみんなを笑顔にしてくれる
大ちゃん  これからも、すくすく
元気に大きくな～れ

有あ
り
ま間
章あ
き
の
り智
さ
ん
・
奈な

つ

こ
津
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

旺
お う り

莉ちゃん（木次町里方）
平成 27年 11月 18日生まれ
旺ちゃん、1 歳おめでとう
お兄ちゃんと仲良く元気に育って
ね☆

藤ふ
じ
た田
正ま
さ
あ
き明
さ
ん
・
智と
も
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

晴
せ い た ろ う

大朗ちゃん（三刀屋町下熊谷）
平成 27年 11月 30日生まれ
晴大朗、誕生日おめでとう  
毎日幸せをありがとう
いっぱい遊んで大きくなろうね

佐さ
と
う藤
幸こ
う
き生
さ
ん
・
結ゆ
い
な菜
さ
ん
の
お
子
さ
ん

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記のQRコードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市
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～韓国のお酒（スル）事情～
　今月はお酒の巻。皆さん、韓国人はお酒好きというイメー
ジがあるのではないでしょうか。ドラマでは焼酎をグビグ
ビ飲むシーンが多いですが、韓国人が好むお酒の１位は実
はビール。その後２位焼酎、３位マッコリ、４位清酒（日
本酒）と続きます。

　韓国でのビールの始まりは、実は日本です。1933年に
日本のビール会社がソウルに会社を設立しビールの生産を
スタート。その後会社が韓国の会社に引き継がれ、現在に
至っています。一般的に韓国のビールの味は日本の発泡酒
に近いと言われます。最近では濃い味を求める若者が増え、
日本企業のビールが韓国で人気なんですよ。

　焼酎は皆さんご存知、
緑色の瓶のもので、これ
は水で薄めてある希釈式
焼酎です。アルコール度
数は昔は35度のものも
あったのですが、2000
年以降は若者や女性の消
費者をターゲットにし、
14～19度のものが多くなりました。焼酎は韓国の地方ご
とに生産され、味にも個性があるんですよ。もちろん、昔
ならではの製造法で作った「蒸溜式焼酎」もあります。

　マッコリは一時日本でブームになったようですね。日本の
どぶろくとは違って炭酸と程よい甘味があるのが特徴です。
一説には日本のどぶろくの原型は
韓国のマッコリという説もあり、
日韓のつながりを感じさせられま
す。そしてマッコリはチヂミや焼
き鯖ともよく合います。

　最後に、清酒。清酒といえば韓国ではおでんとセット。
僕も昔妻とおでん屋さんでよく呑みました。韓国では酒蔵
巡りは一般的ではないので、いつか日本各地の酒蔵を巡り、
きき酒をしてみたいなぁと思っています。

○雲南コミュニティキャンパス（U
ユーシーシー

CC）※のインターンシッ
プに参加されたきっかけは？
　高校のころから、「何か人を幸せにすることがしたい」と
考えていました。人が幸せを感じるのは、「好きな人と好き
な場所で好きなことをしている」ときだと思いました。地域
活性化に携わり、学ぶことで人のつながりをたくさん創り、
多くの方がチャレンジしやすい環境をつくることについて学
べる場所を探していたとき、UCCのことを知り、きっかけ
になるかもしれないと参加しました。

○６月開催のスタートアップ合宿ではどうでしたか？
　高校生・若い方、地域の方など地域のために楽しそうにチャ
レンジしている方にたくさん出会えました。その方たちを見
て、雲南市では本気でチャレンジできそうだなと思いました。
「自分にも何かできるかもしれない。チャンスがあるかもし
れない」と思い、８月に開催されるインターンシップに参加
しようと思いました。

○インターンシップはどうでしたか？
　面白い方たちにたくさん出会うことができました。毎日い
ろいろな出会いがありました。出会う人たちが皆、本気で自
分のやりたいこと、地域に貢献できることに真剣にかつ楽し
そうに取り組んでおられ、その方たちの考えに触れることが
できたのは大きな経験でした。
　また、イベントの企画など初めて経験することもあり、自
分の中の未知の部分に踏み出せた感覚がありました。

○イベントの企画は大変なことが多かったのではないでしょうか？
　時間が限られていて、なかなか自分の考えを誰かと共有し
ながら磨き上げることができず大変な面もありましたし、準

備に夜遅くまで時間がかかってしまうこともありましたが、
「とても良かった、またやってほしい」と言っていただけて
とても嬉しかったですし、なにより自分で実際にやってみた
ことで、気づくことがたくさんありました。
　大変なこともたくさんありましたが、とにかく楽しかった
ので最後までやりきることができました。

○活動を行った雲南市はどんな地域だと感じましたか？
　多くの人たちが「もっと地域を良くしたい」「もっと楽し
く生きたい」という想いをもって、いろいろなチャレンジを
しておられることを強く感じました。こんなにチャレンジが
できる環境はほかにはそうないと思います。雲南市の中で一
生懸命に頑張っておられる皆さんの姿や、雲南市の現状を
もっと多くの人たち、特に自分たちのような若者に知ってほ
しいなと思いました。

○今後の活動について教えてください。
　大きな目標をいうと、雲南市で学んだこと、雲南市のよう
に若い方がどんどんチャレンジできる環境を全国に広げてい
きたいです。「好きな人と好きな場所で好きなことができる」
環境を自分が創っていける存在になりたいと思います。
　そのためのステップとして、大学生が地域の現状を知るこ
とができるようなイベントの企画などを行っていきたいと思
います。また、今はインプット（知る、学ぶ）の時期と考え
ていますが、いつかは自分の考えをアウトプット（伝える）
できるようになりたいと思います。

國
くにもと

本　翔
しょう

さん 人と人をつなげたい島根大学１年

国際交流員（CIR）の迷言コーナー

안녕하세요.한국
（こんにちは。韓国）

안녕하세요.한국
（こんにちは。韓国）

안녕하세요.한국
（こんにちは。韓国）

안녕하세요.한국
（こんにちは。韓国）

アン ニョン     ハ         セ         ヨ　       ハン    グッアン ニョン     ハ         セ         ヨ　       ハン    グッアン ニョン     ハ         セ         ヨ　       ハン    グッアン ニョン     ハ         セ         ヨ　       ハン    グッ

こんにちは、李
イ
在
ジェ
鎭
ジン
です。

若者による地域課題解決をすすめる『若者チャレンジ』を紹介する

うんなんの若チャレ

※雲南コミュニティキャンパスとは、雲南市を大学生の学びのフィールド
とし、地域活動や就業体験を通じて、大学生の地域貢献力や地域課題解
決力の向上と、UIターンのきっかけを作ることを目的とした事業。

第三セクター等の業務内容と
経営状況報告

第三セクター等の業務内容と
経営状況報告

株式会社キラキラ雲南
設立年月日 平成６年４月１日 資本金額

（市の出資割合）
3，000万円
（80.0％）

主な業務内容

◇文化・スポーツ事業の企画運営
◇「ラメール」、「チェリヴァホール」、｢古代鉄歌謡
館｣、｢アスパル｣、｢加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター｣、
｢加茂中央公園｣、｢大東公園｣ の施設管理運営
◇市立図書館運営業務

総 収 入 2億1,729万円　※指定管理料 1億4,064万円を含む

当期純利益 140万円 利益剰余金 306万円 純 資 産 3,306万円

公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団
設立年月日 昭和63年11月16日 資本金額

（市の出資割合）
5，000万円
（60.0％）

主な業務内容

◇たたら製鉄に関する文化事業の企画運営
◇｢菅谷たたら山内および山内生活伝承館｣、｢鉄の
歴史博物館｣、｢鉄の未来科学館｣、「地域特産品
処理加工施設」の施設管理運営

総 収 入 4,001万円　※指定管理料2,180万円を含む

一般正味財産
増 減 額 54万円 一般正味財産

期末残高 2,750万円 正味財産
期末残高 7,750万円

株式会社吉田ふるさと村
設立年月日 昭和60年４月１日 資本金額

（市の出資割合）
6，000万円
（25.0％）

主な業務内容

◇農林産物加工食品の製造販売
◇管工事、下水道施設工事
◇雲南市民バス ｢広域路線バス｣ ｢吉田地域バス（予
約型バス含む）｣ の運行管理業務
◇国民宿舎 ｢清嵐荘｣ の施設管理運営
◇第三種旅行業
◇道の駅「たたらば壱番地」の管理運営業務、軽
食提供

雲南都市開発株式会社
設立年月日 平成２年４月２日 資本金額

（市の出資割合）
1，300万円
（86.2％）

主な業務内容

◇特産品販売
◇レストラン経営
◇「おろち湯ったり館」、｢サンワーク木次｣、｢木次
健康の森｣ の施設管理運営

総 収 入 1億2,096万円　※指定管理料 3,819万円を含む

当期純利益 135万円 利益剰余金 760万円 純 資 産 2,060万円

雲南市土地開発公社
設立年月日 昭和50年５月29日 資本金額

（市の出資割合）
500 万円
（100.0％）

主な業務内容

◇公共用地、公用地等の取得、管理・処分等

総 収 入 2 億 2,579 万円

当期純利益 670万円 累積準備金 5億9,590万円 純 資 産 6億90万円

　平成27年度末現在、市が25％以上出資または出
しゅつ
捐
えん
する法人（第三セクター・財団法人・土地開

発公社）は５つあります。このうち、地方自治法第243条の３第２項の規定により市議会に報告し
た、土地開発公社および市の出資割合が50％以上の第三セクターおよび財団法人について、平成
27年度の経営状況をお知らせします。併せて、市の出資割合が50％以下の第三セクターである株
式会社吉田ふるさと村の概要をお知らせします。�
　市では、決算資料等に基づく、定期的な点検評価を行いながら、より一層効果的かつ効率的な法
人運営となるよう努めてまいります。�

※経営状況については、市からの
出資割合が 50％以上の第三セ
クターおよび財団法人のみ掲載
しております。

【問】政策推進課　☎ 0854-40-1011
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雲南市の給与・定員管理等について［概要版］
●人件費の状況（平成27年度普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
( 平成27年度末 ) 歳出額　(A) 実質収支 人件費　(B) 人件費率 (B/A)

27年度 40,372人 310億2,205万円 3億4,825万円 43億1,421万円 13.9％

●職員の給与の状況（平成28年度普通会計予算）
区　分 職員数

(A)
給　　　与　　　費 1人当たり

給与費(B/A)給料 職員手当 期末勤勉手当 計(B)
28年度 461人 18億2,367万円 3億4,724万円 7億1,070万円 28億8,161万円 625万円

（注）　「職員手当」とは、扶養手当、通勤手当、時間外手当、管理職手当などの諸手当で退職手当は含みません。

●職員の平均給料月額および平均年齢� （平成28年４月１日現在） ●職員の初任給の状況� （平成28年４月１日現在）
職　種 平均給料月額 平均年齢 区　分 雲南市 国

一般行政職 （335,757円）
337,786円 43.4歳 一般行政職

大学卒 176,700円 176,700円

高校卒 144,600円 144,600円

（注）1 平成28年度地方公務員給与実態調査に基づくものです。
　　 2（　）内は「給与の特例に関する条例」により2.0％減額支給後（管理職のみ）の額です。

●職員手当の状況
①期末勤勉手当� （平成28年４月１日現在）

区　分
雲南市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
 ６月期 1.225月 0.8月 1.225月 0.8月
12月期 1.375月 0.8月 1.375月 0.8月

計 2.6月 1.6月 2.6月 1.6月
職制上の段階など
による加算措置 役職加算　5 ～ 15％ 役職加算　　5 ～ 20％

管理職加算 10 ～ 25％

●特別職等の報酬等の状況� （平成28年4月1日現在）
区　分 給料月額等 区　分 期末手当支給割合

給料

市　長 (801,000円）
890,000円

期末
手当

市　長

 ６月期 1.5月分
12月期 1.65月分
　　 計 ３.15月分

副市長 (670,530円)
721,000円 副市長

教育長 (607,050円)
639,000円 教育長

報酬
議　長 413,000円 議　長
副議長 354,000円 副議長
議　員 328,000円 議　員

（注）（　　）内は条例により市長、副市長、教育長それぞれ 10％、７％、
　　５％減額後の額です。

●職員数の状況� （各年４月１日現在）

区　分 一般行政
部　　門

教育行政
部　　門

公営企業等
会計部門

( 市立病院除く )
合　計

28 年 度 400人 61人 40人 501人
27 年 度 407人 60人 40人 507人
増　 減 ▲ 7人 1人 0人 ▲ 6人

（注）１ 雲南市の条例による定員は654人です。
　　  ２ 職員数については、平成28年度地方公共団体定員管理調査
           に基づく職員数です。

③扶養手当� （平成28年４月１日現在）

区　　　分 雲南市 国
配偶者 13,000円 13,000円
配偶者以外の扶養親族（１人につき) 6,500円 6,500円

配偶者を有する職員
（１人につき） 6,500円 6,500円

配偶者のない職員
（そのうち１人） 11,000円 11,000円

満16歳の年度始めから満22歳の年度末
までの子に対する加算額（１人につき） 5,000円 5,000円

④住居手当� （平成28年４月１日現在）

貸家居住者 月額12,000円を超える家賃を支払っている職員に
対して27,000円を限度に支給。

⑤通勤手当� （平成28年４月１日現在）
交通機関
利 用 者

交通機関等を利用して通勤する職員に対して運賃
等相当額が55,000円を限度に支給。

交通用具
利 用 者

自動車等を利用して2km以上通勤する職員に対し
て、通勤距離区分により26,500円を限度に支給。

⑥地域手当� （平成28年４月１日現在）

東京都特別区 20％　　大阪市 16％　　広島市 10％

②退職手当� （平成28年４月１日現在）

区　分
雲南市 国

自己都合 定年 ･ 勧奨 自己都合 定年 ･ 勧奨
勤 続 20年 20.445月 25.55625月 20.445月 25.55625月
勤 続 25年 29.145月 34.5825月 29.145月 34.5825月
勤 続 35年 41.325月 49.59月 41.325月 49.59月
最高限度額 49.59月 49.59月 49.59月 49.59月
平均支給額 91万円 2,329万円

（注）「平均支給額」は、前年度に退職した職員に支給された退職
　　 手当の１人当たりの平均額です。

平成28年４月１日から基本給を管理職のみ2.0％減額支給しています。

この［概要版］は、給与・定員管理等について公開する情報の一部を抜粋したものです。
このほかの情報については、雲南市のホームページ（http://www.city.unnan.shimane.jp）に掲載しています。

【問】人事課　☎0854-40-1021　　　
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私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。
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人
権
擁
護
委
員
の

紹
介

優
待
回
数
乗
車
券
の

有
効
期
限

女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動

　
人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
10
月
１
日
（
土
）
付
け
で
、
次

の
方
が
新
規
で
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

　
﨑さ
き
や
ま山
隆た
か

子こ

さ
ん
（
三
刀
屋
町
）

　
長
寿
障
が
い
福
祉
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

　
市
民
バ
ス
や
市
内
タ
ク
シ
ー
で

利
用
で
き
る「
優
待
回
数
乗
車
券
」

の
有
効
期
限
は
平
成
29
年
3
月
31

日
で
す
。

　
こ
の
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
余
っ
た
券
の
払
い
戻
し
や
、
交

換
等
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
有
効

期
限
内
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

【
期
間
】

　
11
月
12
日
（
土
）
か
ら
11
月
25

日
（
金
）
ま
で

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や

人
身
取
引
等
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る

も
の
で
、決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
広
報
啓
発
活
動
の
一
環

と
し
て
、
今
年
度
も
市
内
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｄ
Ｖ
防

止
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
活
動
、

音
声
告
知
放
送
、
文
字
放
送
な
ど

の
広
報
活
動
を
併
せ
て
実
施
し
ま

す
。

　
些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
、
あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

３
８
３
８

（
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
、
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

◦
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

女
性
弁
護
士
相
談

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
女
性
を
対
象
と
し
た
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
の
こ
と
・
結
婚
・

離
婚
・
男
女
間
の
こ
と
な
ど
で
悩

み
が
あ
る
と
き
、
パ
ー
ト
ナ
ー
な

ど
か
ら
の
暴
力
で
悩
み
の
あ
る
と

き
な
ど
・
・
・
。

【
日
時
】
12
月
２
日
（
金
）

　
13
時
30
分
か
ら
15
時
40
分
ま
で

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す

　
☎
０
８
５
４-

42-

３
８
３
８

（
女
性
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
８
５
２-

25-

８
０
７
１

　（
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
、

土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。
た
だ
し
、

電
話
相
談
の
み
で
面
接
不
可
）

◦
出
雲
児
童
相
談
所

　
☎
０
８
５
３-

21-

８
７
８
９

　（
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
、

土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

見
本

見
本

◎
叙
位
叙
勲
受
章

従
六
位
　
瑞
宝
双
光
章
　
　

　
教
育
功
労
に
よ
り

　
故 

渡わ
た
な
べ部
剛た
け
よ
し好
さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
雲
南
市
お
よ
び
関
係
施
設
に
次

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

防
犯
カ
メ
ラ

　
株
式
会
社 

都
間
土
建
み
や
こ
会

ふ
る
さ
と
納
税

　
大お
お
つ
ぼ坪

　
勝か
つ
ひ
こ彦
さ
ん（
大
阪
府
大
阪
市
）

　
木き

本も
と

　
志し

朗ろ
う

さ
ん（
兵
庫
県
神
戸
市
）

　
瀬せ

ら良
垣が
き

　
香か
お
り

さ
ん（
大
阪
府
岸
和
田
市
）

　
黒く
ろ

田だ

　
康や
す
ゆ
き之
さ
ん（
東
京
都
渋
谷
区
）

　
中な
か
ざ
わ澤

　
伸の
ぶ
か
ず一
さ
ん（
東
京
都
杉
並
区
）

　
長は

せ谷
川が
わ

貴た
か

久ひ
さ

さ
ん（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　
堀ほ
り

江え

　
伸の
ぶ

子こ

さ
ん（
大
阪
府
大
阪
市
）

　
安あ

び

こ
孫
子
　
歩あ
ゆ
み

さ
ん（
沖
縄
県
那
覇
市
）

　
竹た
け
う
ち内

　
宏ひ
ろ
ゆ
き行
さ
ん（
大
阪
府
和
泉
市
）

　
谷た
に
が
わ川

　
久ひ
さ

夫お

さ
ん（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

　
原は
ら

　
久く

み

こ
美
子
さ
ん（
東
京
都
日
野
市
）

お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
中な
か
お
か岡

　
真ま

弓ゆ
み

さ
ん（
大
阪
府
大
阪
市
）

　
中な
か
じ
ま島

　
正ま
さ
よ
し義
さ
ん（
東
京
都
八
王
子
市
）

　
杉す
ぎ
し
ま島

　
辰た
つ

海み

さ
ん（
大
阪
府
茨
木
市
）
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音
声
告
知
放
送
を
用
い
た
緊
急

情
報
の
伝
達
訓
練
（
全
国一斉
）

　
危
機
管
理
室

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

【
日
時
】

　
11
月
29
日
（
火
）
11
時
頃

　
市
で
は
、
地
震
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
災
害
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情

報
を
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て

確
実
に
皆
さ
ん
へ
伝
え
る
た
め
、

市
内
に
お
い
て
緊
急
情
報
伝
達
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　
市
が
当
日
実
施
す
る
訓
練
は
次

の
と
お
り
で
す
。

『
ふ
る
さ
と
雲
南
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
探
検
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
』

　
子
ど
も
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
４
４

　
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育

所
利
用
）
へ
預
け
る
た
め
に
は
、

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
を
届
出

し
、
認
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（「
支
給
認
定
」
と
言
い
ま
す
）。

　
認
定
さ
れ
て
い
る
内
容
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
変
更

届
を
提
出
し
、
変
更
後
の
内
容
に

基
づ
き
改
め
て
支
給
認
定
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
に
変

更
が
あ
る
場
合
と
し
て
は
、
就
労

し
て
い
た
が
離
職
し
、
現
在
は
求

職
活
動
を
し
て
い
る
、
求
職
活
動

し
て
い
た
が
就
職
が
決
ま
っ
た

　
社
会
教
育
課
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
室

　
☎
０
８
５
４-
40-
１
０
７
３

　
今
年
も
、
夏
休
み
に
小
・
中
学

生
が
市
民
バ
ス
・
だ
ん
だ
ん
タ
ク

シ
ー
（
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
）・
吉
田
地
域
予
約
（
デ
マ

ン
ド
型
）
バ
ス
に
自
由
に
乗
る
こ

保
育
所
入
所
変
更
届

（
内
定
し
た
）、
就
労
し
て
い
た
が

妊
娠
・
出
産
の
た
め
離
職
し
た
、

育
児
休
業
を
取
得
し
た
、
就
学
し

た
（
卒
業
し
た
）、
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
（
必
要
で
は
な
く
な
っ

た
）
等
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

子
ど
も
政
策
課
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
正
当
な
理
由
な
く
変
更

の
申
請
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
支

給
認
定
を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。

と
が
で
き
る
パ
ス
ポ
ー
ト
制
度

「
ふ
る
さ
と
雲
南
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ

探
検
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施

し
ま
し
た
。（
通
称
・
キ
ョ
ロ
パ
ス
）

　
今
年
は
２
７
４
人
が
購
入
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
利
用
し
た
児

童
・
生
徒
か
ら
は
「
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
に
行
け
て
よ
か
っ
た
し
楽
し

か
っ
た
」、
保
護
者
の
方
か
ら
は

「（
子
ど
も
が
）
自
分
た
ち
だ
け
で

バ
ス
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
、
成

長
を
感
じ
た
」、「
子
ど
も
が
自
分

の
故
郷
を
よ
り
知
る
き
っ
か
け
と

な
り
、
良
か
っ
た
」
と
い
う
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
来
年
も
キ
ョ
ロ
パ
ス

が
あ
れ
ば
購
入
さ
せ
た
い
」
と
思

う
保
護
者
の
方
が
多
か
っ
た
こ
と

か
ら
（
購
入
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ

り
）、
次
年
度
も
継
続
し
て
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
積
極
的
な
利
用
を
検
討

く
だ
さ
い
。

お
ん
せ
ん
キ
ャ
ン
パ
ス

フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ス
開
校

　
社
会
教
育
課
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
室

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
市
内
の
小
中
学
校
で
学
校
に
通

う
こ
と
へ
困
難
を
抱
え
る
児
童
・

生
徒
が
学
校
復
帰
の
き
っ
か
け
と

し
て
利
用
し
て
い
る
お
ん
せ
ん

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
高
校
生
年
代
の

受
け
入
れ
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

高
校
を
中
退
後
、
再
進
学
や
高
校

卒
業
資
格
の
取
得
を
め
ざ
し
て
い

る
方
を
対
象
に
学
習
支
援
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
社
会
教
育
課
キ
ャ
リ
ア
教
育
推

毎月第３日曜日は
うんなん家庭の日

社会教育課　☎0854-40-1073

11月は20日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

進
室

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

◦
雲
南
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

（
お
ん
せ
ん
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
☎
０
８
５
４-

48-

０
０
０
７

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信

訓
練

　
危
機
管
理
室

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

【
日
時
】

　
11
月
19
日
（
土
）
８
時
頃

　
島
根
県
原
子
力
防
災
訓
練
の
住

民
避
難
措
置
等
訓
練
に
合
わ
せ
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
訓
練
を

行
い
ま
す
。

　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
専
用
警

告
音
・
振
動
に
よ
り
着
信
し
、
訓

練
情
報
が
全
画
面
に
表
示
さ
れ
ま

す
。N

TTdocom
o

、SoftBank

、

au

の
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
お
持
ち
の
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
一
部
受
信
で
き
な
い
機

種
も
あ
り
ま
す
。

　
対
象
地
域
は
雲
南
市
内
で
す

が
、
松
江
市
、
出
雲
市
、
安
来
市

か
ら
も
配
信
す
る
た
め
、
隣
接
地

域
に
お
住
い
の
場
合
は
、
他
市
か

ら
の
メ
ー
ル
も
届
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

見
本
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
環
境
づ

く
り
お
よ
び
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
に
、
住
宅
の
改
修
工
事
に
対

し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
助
成
メ
ニ
ュ
ー
】

◦ 

雲
南
市
の
耐
震
補
強
設
計
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

◦ 

雲
南
市
の
耐
震
改
修
工
事
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

◦ 

島
根
県
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ

フ
ォ
ー
ム
」
へ
の
上
乗
せ
助
成
　

◦ 

内
装
工
事
を
伴
う
新
規
の
下
水

道
施
設
接
続
工
事
へ
の
助

※

成

◦ 

環
境
に
優
し
い
エ
コ
住
宅
改
修

お
よ
び
エ
コ
住
宅
設
備
工
事
へ

の
助

※

成

★ 

エ
コ
住
宅
改
修
と
は
・
・
・

　
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
対
象
製
品
で
あ
る

窓
、
断
熱
材
を
設
置
す
る
工
事

★
エ
コ
住
宅
設
備
と
は
・
・
・

　
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
対
象
製
品
（
高
効
率

給
湯
器
、
太
陽
熱
温
水
器
、
節
水

型
ト
イ
レ
、
高
断
熱
浴
槽
、
節
湯

水
栓
）
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
す

る
工
事

　
今
年
度
の
受
付
期
間
は
、
平
成

29
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。
年
間

予
算
枠
に
到
達
次
第
終
了
し
ま
す
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
交
付
決
定
後
の
工
事
着
手
が
条
件
と
な

　
り
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
料

　
　
　
　
　
（
第
5
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
（
第
5
期
）

11
月
の
税
金

納
期
限
は

月
30
11

日 

水

①
情
報
伝
達
訓
練

　
音
声
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム

②
内
容

　
火
災
発
生
時
と
同
じ
音
量
で
、

次
の
よ
う
な
放
送
内
容
を
一
斉
に

放
送
し
ま
す
。

【
放
送
内
容
（
例
）】

　「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
。」

（
注
意
）

　
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で

情
報
伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

※ 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津

波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情

報
を
国
か
ら
市
区
町
村
へ
、
瞬

時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。

新
築
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

　
税
務
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
定
住
の
促
進
、
地
域
経
済
の
活

性
化
お
よ
び
子
育
て
世
帯
の
住
ま

い
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
雲
南
市
に
住
宅
を
新
築

ま
た
は
新
築
建
売
住
宅
を
購
入
さ

れ
た
場
合
、
そ
の
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
を
あ
る
一
定
期
間
免

除
し
ま
す
。

【
制
度
概
要
】

◦ 

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　
市
民
生
活
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　（
財
）
日
本
遺
族
会
で
は
「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦

で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没

し
た
旧
戦
域
を
訪
問
し
、
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た

33
年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築
ま

た
は
購
入
さ
れ
た
住
宅
の
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
は
、
３
年
間

(

さ
ら
に
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
お

よ
び
市
内
業
者
が
施
工
さ
れ
た

住
宅
の
場
合
は
免
除
期
間
を
２

年
間
延
長
し
、
最
大
５
年
間) 

対
象
住
宅
の
床
面
積
１
２
０
平

方
㍍
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
、

課
税
を
免
除
し
ま
す
。

◦ 

平
成
28
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

33
年
１
月
１
日
ま
で
の
間
に
子

育
て
世
帯
が
新
築
ま
た
は
購
入

さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
課

税
免
除
期
間
を
通
常
の
３
年
ま

た
は
５
年
を
さ
ら
に
２
年
間
延

長
し
た
上
で
、
対
象
住
宅
の
床

面
積
１
２
０
平
方
㍍
以
下
の
部

分
に
つ
い
て
は
そ
の
期
間
は
全

額
免
除
し
ま
す
。

【
用
語
の
意
味
】

◦
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

　
過
去
３
年
以
前
に
雲
南
市
に
住

所
が
な
く
、
か
つ
過
去
３
年
以
内

に
雲
南
市
に
転
入
さ
れ
た
方

◦
市
内
業
者

　
雲
南
市
内
に
本
店
や
営
業
所
を

有
す
る
法
人
（
法
人
設
立
［
開

設
］
を
雲
南
市
へ
届
け
出
て
い
る

業
者
）、
ま
た
は
市
内
に
住
所
を

有
す
る
個
人
事
業
者

◦
子
育
て
世
帯

　
住
宅
の
取
得
日
に
夫
婦
の
年
齢

若
し
く
は
夫
婦
い
ず
れ
か
の
年
齢

地
震
対
策
『
無
料
』

出
前
講
座
募
集

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
市
で
は
、
突
然
や
っ
て
く
る
大

地
震
か
ら
自
分
や
家
族
を
守
る
た

め
の
方
法
・
知
識
に
つ
い
て
学
ぶ

出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大

型
の
住
宅
模
型
を
使
っ
た
実
習
や

子
ど
も
も
楽
し
め
る
住
宅
紙
模
型

の
制
作
な
ど
、
皆
さ
ん
で
楽
し
く

学
べ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
や
地
域
の
防
災
組
織
の
活

動
を
は
じ
め
、
地
元
企
業
の
研
修

と
し
て
本
講
座
を
活
用
い
た
だ
く

こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
講
座

内
容
・
時
間
は
調
整
で
き
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

が
40
歳
未
満
で
あ
る
世
帯
ま
た
は

年
齢
が
16
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が

い
る
世
帯

　
課
税
免
除
制
度
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
税
務
課
へ
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
の
遺
児

【
参
加
費
】
10
万
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦（
財
）島
根
県
遺
族
連
合
会

　
☎
０
８
５
２-

21-

４
０
２
５
　

◦（
財
）日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３-

３
２
６
１-

５
５
２
１



市報うんなん  No.144 24

◆
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　（
雲
南
管
内
）
入
居
者

公
共
職
業
訓
練
「
新
規
開

発
コ
ー
ス
」
受
講
生
募
集

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根
で
は

リ
ラ
グ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
技
術
も
学
べ

る「
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
科
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】

　
求
職
者
の
方

【
募
集
期
間
】

　
10
月
25
日
（
火
）
か
ら
12
月
７

日
（
水
）
ま
で

【
訓
練
期
間
】

　
平
成
29
年
１
月
６
日
（
金
）
か

ら
８
月
４
日
（
金
）
ま
で

【
訓
練
場
所
】

　
グ
ロ
ー
バ
ル
松
江
第
二
校
（
松

江
市
大
庭
町
）

【
受
講
料
】

　
無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代

１
万
４
８
０
０
円
必
要
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　
☎
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

地方税の申告は

一般社団法人 地方税電子化協議会

手続きは自宅や
オフィスから

複数の地方公共団体
へまとめて一度に送信

ｅＬＴＡＸのサービスは
無料

０５７０－０８１４５９５７０－０８１４５９

http://www.eltax.jp/

８：３０～２４：００
（土日祝、年末年始は除く。）

ヘルプデスクへのお問合わせ

ｅＬＴＡＸに関する、詳しい情報は
ホームページをご覧ください

ｅＬＴＡＸをご利用できる時間

ハ イ シン コ ク

ｅＬＴＡＸは、地方税における手続きを、インターネットを利用して電
子的に行うシステムです。

平成２９年１月から、国と地方にそれぞれ提出する義務のある源泉徴収
票・給与支払報告書の電子的提出の一元化が始まります。

これにより、利用者用ソフトウェア（PCdesk）で給与支払報告と源泉徴収票の統一様式に１
回入力いただくだけで、給与支払報告書と源泉徴収票のそれぞれのデータが作成され、
給与支払報告書のデータが市区町村に、源泉徴収票のデータが国税庁に、届けられる
ことになります。
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で！

る
世
帯
ま
た
は
年
齢
が
16
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

子
育
て
世
帯
定
住

宅
地
貸
付
け
事
業

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
定
住
人
口
の
増
加
お
よ
び
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、
子
育
て
世
帯

に
住
宅
地
を
25
年
間
有
償
貸
付

し
、
期
間
満
了
後
は
無
償
譲
渡
し

ま
す
。

【
対
象
住
宅
地
】

◦ 

下
熊
谷
西
住
宅
団
地（
木
次
町
）

・ 

が
け
付
近
の
建
築
物
を
制
限
す

る
条
例
制
定
日
（
昭
和
35
年
10

月
４
日
）
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅

高さ×1.5 

30°以上 
高さが
２ｍを
超える
もの 

禁止 
高さ×1.5

が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転
事
業

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
６
５

　
が
け
地
お
よ
び
地
す
べ
り
等
で

５
区
画

◦ 

吉
田
住
宅
団
地
（
吉
田
町
）
２

区
画

【
申
請
者
の
条
件
】

◦ 

以
下
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す

る
方
が
申
請
で
き
ま
す
。

・ 

自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
を
建
築

し
、
定
住
す
る
子
育
て
世
帯

・ 

貸
付
地
を
借
り
て
か
ら
2
年
以

内
に
住
宅
を
建
築
で
き
る
方

・ 
年
間
所
得
が
２
０
０
万
円
以
上

あ
る
方

・ 

満
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

・ 

賃
貸
借
契
約
が
確
実
に
履
行
で

き
る
方

住
宅
の
移
転
を
お
考
え
の
方
は
、

建
築
住
宅
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
危
険
住
宅
の
撤
去
お
よ
び
新
た

に
建
設
す
る
住
宅
（
購
入
含
む
）

に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

・ 

勾
配
が
30
度
以
上
で
、
高
さ
が

２
㍍
を
超
え
る
が
け
に
近
接
し

て
い
る
住
宅
（
図
参
照
）

※ 

た
だ
し
、
条
例
制
定
後
に
増
築

さ
れ
た
住
宅
は
補
助
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
　

　
平
成
29
年
度
に
本
制
度
を
活
用

し
て
移
転
を
お
考
え
の
方
は
、
11

月
30
日
（
水
）
ま
で
に
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
条
件
や
事
業
内
容
等
、
詳
し
い

内
容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
世
帯
と
は
・
・
・

　
夫
婦
の
年
齢
若
し
く
は
夫
婦
い

ず
れ
か
の
年
齢
が
40
歳
未
満
で
あ

る
世
帯
ま
た
は
年
齢
が
16
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

小
規
模
企
業
共
済

制
度
の
案
内

　
商
工
観
光
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
４

　
個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含

む
）・
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事

業
を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
備

え
て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備

し
て
お
く
共
済
制
度
で
、「
小
規

模
企
業
の
経
営
者
の
た
め
の
退
職

金
制
度
」
と
い
え
ま
す
。
こ
の
制

度
の
特
徴
は
、
掛
金
が
全
額
所
得

控
除
と
な
り
ま
す
。
独
立
行
政
法

人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
運

営
し
、
商
工
会
、
金
融
機
関
の
本

支
店
な
ど
の
窓
口
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０-

５
５
４
１-

７
１
７
１
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福
祉
分
野
チ
ャ
レ
ン

ジ
交
流
会

市
民
参
加
型
収
集
運
搬

シ
ス
テ
ム
登
録
者
講
習
会

伐
倒
技
術
講
習
会

　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２-

25-

０
３
３
０

　
看
護
職
の
経
験
を
高
齢
者
施
設

で
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
施
設

で
働
く
看
護
職
が
現
場
の
様
子
を

お
話
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
16
日
（
水
）
14
時

か
ら
15
時
30
分
ま
で

【
場
所
】
島
根
県
看
護
協
会 

看
護

研
修
セ
ン
タ
ー
別
館

【
内
容
】

　
高
齢
者
施
設
や
看
護
職
の
仕
事

に
つ
い
て
紹
介
し
、
意
見
交
換
等

を
行
い
ま
す
。

【
参
加
費
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２-

25-

０
３
３
０

　
Fax
０
８
５
２-

25-

３
１
５
７

✉shim
akk@

arrot.ocn.ne.jp

　
農
林
振
興
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
１

　
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
に
か
か
わ
る
市
民
参
加
型
収

集
運
搬
シ
ス
テ
ム
登
録
者
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　
11
月
19
日
（
土
）、
９
時
か
ら

15
時
30
分
ま
で

【
受
付
時
間
】

　
８
時
30
分
か
ら
９
時
ま
で

【
場
所
】

　
合
同
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
う

ん
な
ん
（
加
茂
町
南
加
茂
１
２
０

４
番
地
）

【
講
師
】

　
合
同
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
う

　
農
林
振
興
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
１

　
市
民
参
加
型
収
集
運
搬
シ
ス
テ

ム
へ
の
登
録
者
を
対
象
と
し
た
、

山
林
で
の
作
業
を
安
全
に
行
う
た

め
の
伐
倒
技
術
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
日
時
】

　
11
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）

９
時
か
ら
16
時
ま
で

【
受
付
時
間
】

　
８
時
30
分
か
ら
９
時
ま
で

【
場
所
】

　
合
同
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
う

ん
な
ん
（
加
茂
町
南
加
茂
１
２
０

４
番
地
）　
ほ
か

【
講
師
】

　
み
ど
り
情
報
局
島
根

【
募
集
定
員
】

　
８
人
（
１
日
に
つ
き
）

市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
11
月
７
日
（
月
）
か
ら
11
月
14

日
（
月
）
17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

【
申
し
込
み
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え
る
申

込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入

し
、
必
要
な
書
類
等
（
住
民
票
・

所
得
課
税
証
明
書
等
）
を
確
認
の

う
え
、直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
11
月
１
日
に
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
お
よ
び
島
根
県
住
宅
供
給
公

社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

◆
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　（
雲
南
管
内
）
入
居
者

　
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
は

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空

き
部
屋
等
の
詳
細
は
、
島
根
県
住

宅
供
給
公
社
（
雲
南
住
宅
管
理
事

務
所
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

ん
な
ん
、
み
ど
り
情
報
局
島
根

子
育
て
世
帯
定
住

宅
地
購
入
支
援
事
業

社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
年
金
相
談
会

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
定
住
人
口
の
増
加
お
よ
び
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、
市
内
に
宅
地

を
購
入
し
定
住
す
る
子
育
て
世
帯

を
対
象
に
、
宅
地
購
入
費
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
条
件
】

○ 

民
間
売
買
に
よ
っ
て
購
入
し
た

市
内
の
住
宅
地
で
以
下
に
よ
る

場
合

・ 

住
宅
を
新
築
す
る
た
め
に
住
宅

地
を
購
入
す
る
場
合

・ 

中
古
住
宅
を
住
宅
地
と
一
緒
に

購
入
す
る
場
合

○ 

住
宅
地
の
購
入
費
が
１
０
０
万

円
以
上

○ 

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
売

買
契
約
に
よ
る
も
の
で
、
土
地

の
登
記
が
完
了
し
て
い
な
い
こ

と
【
補
助
内
容
】

　
宅
地
購
入
価
格
の
１
／
10
（
最

大
50
万
円
）

　
年
間
予
算
枠
が
あ
り
ま
す
の
で

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
世
帯
と
は
・
・
・

　
夫
婦
の
年
齢
若
し
く
は
夫
婦
い

ず
れ
か
の
年
齢
が
40
歳
未
満
で
あ

　
市
民
生
活
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
日
本
年
金
機
構
松
江
年
金
事
務

所
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便

を
図
る
た
め
、
島
根
社
会
保
険
労

務
士
会
の
協
力
に
よ
り
、
年
金
相

談
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場

る
世
帯
ま
た
は
年
齢
が
16
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
に
は
、「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
予
約
不
要
・
相
談
無
料

【
日
時
】

　
11
月
30
日
（
水
）
10
時
か
ら
15

時
30
分
ま
で

【
場
所
】

　
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
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日本遺産「出雲國たたら風土記
　　　　　　　　～鉄づくり千年が生んだ物語～」

いずものくに ふ　ど　き

2
シリーズ

≪安来市・奥出雲町・雲南市共同企画≫

たたら今昔
こんじゃく

　今回は「出雲國たたら風土記」の重要な部分である「たたら製鉄」そのものの昔
と今を取り上げます。ここ出雲地方には世界で唯一、昔と今のたたらの姿が伝わっ
ています。

　山内とは、たたら操業を行っていた製鉄施設と職人
の住居をさします。菅谷たたら山内は、雲南市吉田町
の田部家が江戸時代から大正時代まで実際に鉄をつ
くっていた場所で、操業当時の姿が世界で唯一現存し
ています。映画「もののけ姫」の〈タタラ場〉のモチー
フとなったことでも知られ、〝本物 ” だけが持つ独特
の空間と周囲の景観は、訪れる者を圧倒します。ここ
は、たたら製鉄に従事した職人やその家族たちの生活
や息遣いを、時空を飛び越えて体感することができる
貴重な場所です。

　1,300 年以上にわたり連綿としてこの地の職人だけに継承
される世界で唯一の製鉄法。今もなお、奥出雲町で操業され
るたたら吹きは、日本刀の原材料である「玉

たまはがね
鋼」を生産する

とともに、たたらの技を伝え、後継者を育成しています。炎
が燃え上がる様子は、たたらの神様「金

かな
屋
や ご
子神
しん
」の存在を感

じさせるほど神秘的であり、職人の作業は今日の先端技術で
も説明できないほど緻

ち
密
みつ
なものです。まさに、ものづくりの

原点であり、世界に誇る日本の技術と言えます。

世界で唯一現存する菅
すが
谷
や
たたら山

さんない
内（国指定重要有形民俗文化財、雲南市吉田町）

世界に誇る日本の技術玉
たまはがね
鋼製造（たたら吹き）伝承（国選定保存技術、奥出雲町大

おお
呂
ろ
）

日本遺産に関する出前講座は、商工観光課（☎ 0854-40-1054）へお気軽に問い合わせください。

撮影：宮
みやじま
嶋　茂

しげ
樹
き

放
送
大
学
島
根
学
習

セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

　
社
会
教
育
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
７
３

　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
モ
ネ
を
追
う
セ
ー
ヌ
河

岸
の
旅
」
と
題
し
て
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
光
と
影
の
効

果
を
追
求
し
た
「
印
象
派
」
の
巨

匠
モ
ネ
に
つ
い
て
、
画
像
等
を
ご

覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
足
跡

を
追
う
と
と
も
に
、
ゆ
か
り
あ
る

地
の
風
景
・
文
化
な
ど
に
も
親
し

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
日
時
】

　
11
月
20
日
（
日
）
10
時
か
ら
12

時
ま
で

【
場
所
】

　
木
次
経
済
文
化
会
館
チ
ェ
リ

ヴ
ァ
ホ
ー
ル

【
講
師
】

　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
所
長
　
佐さ

さ々  

有す
み

生お

さ
ん 

【
参
加
料
】
無
料

【
定
員
】
30
人
（
先
着
順
）

【
申
し
込
み（
事
前
申
込
み
）先
】

　
社
会
教
育
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３
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～11月は児童虐待防止推進月間です～ 子育てについて考えてみましょう
【問】児童に関する相談、児童虐待の連絡先  子ども家庭支援課 ☎0854-40-1067

　出雲児童相談所 ☎0853-21-0007

　平成27年度の全国の児童虐待対応件数は、103,260件（平成26年度約88,931件）と、毎年過去最高を
更新している状況です。島根県でも児童虐待による死亡例が発生しており、痛ましい悲劇から子どもを
守るために、私たちにできることは何でしょうか。

　しつけのつもりで虐待になっていませんか。体罰や言葉で責めたてて従わせることは、「しつけ」の
つもりであっても、子どもの健やかな成長や発達を損なう場合は「虐待」になります。
　子育ての不安やストレスが積み重なって、ささいなことがきっかけで虐待が始まることがあります。

児童虐待は大きく４つに分けられますが、これらが重複して起きていることが少なくありません。

　雲南市では、子どもを虐待から守るため、子どもに関わる関
係機関で「雲南市要保護児童対策地域協議会」を組織しており、
各機関と連携をとりながら支援の必要な子どもや家族に専門的
な支援を行っています。
　子育てに関する悩みや不安があるときや、子どもの発達が
心配だと感じたときは、ひとりで悩まずに相談しましょう。

　児童虐待の通告は市民一人ひとりの義務です。虐待は、発
見が遅れれば深刻な事態になる恐れがあります。

増える子どもへの虐待

しつけと虐待はちがいます

虐待の種類

ひとりで悩まず相談を

児童虐待をみつけたら

身体的虐待

心理的虐待

ネグレクト
（育児の拒否・怠慢）

性 的 虐 待

・殴る、蹴る、投げ落とすなどの暴力を振るう
・赤ちゃんを激しく揺さぶる
・意図的に子どもを病気にさせる

・大声や言葉で脅かす
・子どもを無視する
・他のきょうだいと著しく差別的な扱いをする
・子どもの前で配偶者などに暴力を振るう

・適切な衣食住の世話をしない
・病気になっても受診させない
・学校に行かせない
・車、家などに閉じ込める

・子どもへの性交、性的ないたずらをする
・性器や性交を見せる
・ポルノグラフィーの被写体にする

 

さ
し
の
べ
て

 

　

 

あ
な
た
の
そ
の
手

　
　

 

　い
ち
は
や
く

 

平
成
28
年
度
標
語 
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投票当日、投票所に行けない方は、期日前投票ができます。

　投票できるのは、選挙人名簿に登録されている方です。
　　　年齢要件：平成10年11月14日以前に生まれた方
　　　住所要件：雲南市内に住所があり、引き続き３ヵ月以上住民登録をしている方
　名簿登録の基準日は、平成28年11月5日です。したがって平成28年8月5日までに転入の届
出をし、引き続き住民登録をしている方が対象となります。
※10月29日以降に市内転居の届出をされた方は、前住所の投票所での投票となります。
※選挙期日前に雲南市外に転出した方は投票することができません。

今後の雲南市政を託す私たちの代表を選ぶ大切な選挙です。
私たち一人ひとりの声を政治に反映させるため、必ず投票に行きましょう。

【問】雲南市選挙管理委員会  ☎ 0854-40-1090

　投票所入場券は、1枚のハガキに一人ずつ印刷し、郵送します。表面に、氏名、投票場所、投票できる時
間が記載してありますので、ご確認の上持参ください。
　なお、投票所入場券が届かない場合や紛失した場合でも、選挙人名簿の登録を確認できれば投票すること
ができますので、投票所の係員に申し出てください。

　投票日当日のみ、投票所に行くための移動支援として、だんだんタクシーおよび市民バスを利用料無料で
臨時運行します。詳しくは、運行時間等を記した選挙チラシを各戸に配布しますので、ご覧のうえ利用くだ
さい。

町　名 投票区名 投票所の場所 所在地 投票時間

大
　東

大東第 1 大東地域交流センター 大東2419番地1

７時～19時

大東第 2 春殖交流センター 大東下分230番地1
大東第 3 幡屋体育館 仁和寺958番地
大東第 4 佐世交流センター 上佐世1385番地3
大東第 5 阿用交流センター 東阿用33番地1
大東第 6 久野交流センター 上久野136番地1
大東第 7 海潮中学校体育館 南村268番地
大東第 8 塩田交流センター 塩田84番地1

加
茂

加茂第 1 加茂交流センター 加茂中1040番地1

７時～19時加茂第 2 加茂健康福祉センター　かもてらす 宇治328番地
加茂第 3 三代集会所 三代406番地1
加茂第 4 八幡地区コミュニティセンター 東谷1117番地2

木
　次

木次第 1 八日市交流センター 木次299番地1

７時～19時
木次第 2 三新塔交流センター 木次446番地2
木次第 3 木次総合センター 新市379番地
木次第 4 下熊谷交流センター 下熊谷1096番地1
木次第 5 斐伊交流センター 里方912番地
木次第 6 日登交流センター 寺領526番地3

７時～18時木次第 7 西日登交流センター 西日登990番地1
木次第 8 温泉交流センター 平田799番地3
木次第 9 郷土文化保存伝習施設 湯村344番地2

●投票できる方

●投票所入場券

●投票所への移動支援

●市内投票所一覧

投

11月13日（日）は
雲南市長選挙及び雲南市議会議員一般選挙の投票日です

票
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　出張・旅行等で居住地を不在とし、雲南市で投票日当日の投票や期日前投票ができない方は、
滞在地の選挙管理委員会で不在者投票ができます。事前に雲南市選挙管理委員会に投票用紙を
請求してください。

開票速報：開票所前に掲示するほか、市ホームページでも開票速報を行います。

投票所名 投票場所 投票期間 投票時間
雲南市役所期日前投票所 雲南市役所本庁舎

11月7日（月）
～

11月12日（土）

8時30分～

　　20時

大東期日前投票所 大東総合センター
加茂期日前投票所 加茂総合センター
木次期日前投票所 木次総合センター
三刀屋期日前投票所 三刀屋総合センター
吉田期日前投票所 吉田総合センター
掛合期日前投票所 掛合総合センター
※どこの期日前投票所でも投票できます。

　指定病院・老人ホーム等に入院・入所の方は、その施設で不在者投票ができます。事前に施設の担当者に
問い合わせください。

　身体障害者手帳または戦傷病手帳をお持ちで法令で定める重度の障がいがある方、介護保険の被保険者証
に要介護５の記載のある方は、郵便により在宅不在者投票ができます。事前に手続きが必要ですので、選挙
チラシをご覧いただくか、選挙管理委員会へ問い合わせください。

※投票所の場所が一部変わります。
　掛合第 2投票所は「ＪＡしまね掛合支店」から「掛合ふるさと活性化センター」に変更となりました。

投票当日、投票所に行けない方は、期日前投票ができます。

告示日の前から投票日まで、雲南市以外に滞在している方や、病院・老人ホーム等に入院・入
所している方が対象で、滞在先の市区町村の選挙管理委員会や、入院・入所している施設内で
投票日前に投票できる制度です。

開票は即日開票します。

候補者の氏名、経歴、政見等を掲載した選挙公報を各戸に配布します。なお、万一届かな
い場合は各総合センターおよび各地域交流センターにも設置しますので利用ください。

●期日前投票場所と日時

●滞在先の選挙管理委員会で不在者投票をする場合

●日　時：11月13日（日）　21時～（予定）
●場　所：三刀屋文化体育館アスパル

●病院等の施設で不在者投票をする場合

●郵便等による不在者投票をする場合

期日前
投票

不在者
投票

選挙公報の配布

三
刀
屋

三刀屋第 1 三刀屋総合センター 三刀屋144番地1

７時～19時

三刀屋第 2 三刀屋健康福祉センター 三刀屋1212番地3
三刀屋第 3 一宮交流センター 給下764番地
三刀屋第 4 飯石交流センター 多久和516番地2
三刀屋第 5 鍋山交流センター 乙加宮1208番地1
三刀屋第 6 中野交流センター 中野375番地2

吉
田

吉田第 1 吉田健康福祉センター 吉田1066番地
７時～18時吉田第 2 民谷交流センター 民谷456番地

吉田第 3 田井交流センター 深野61番地4

掛
　合

掛合第 1 好老センター 掛合1310番地

７時～18時

掛合第 2 掛合ふるさと活性化センター 掛合2280番地1
掛合第 3 多根交流センター 多根418番地1
掛合第 4 松笠交流センター 松笠748番地18
掛合第 5 山楽園 松笠2154番地1
掛合第 6 波多交流センター 波多459番地1
掛合第 7 柄栗集会所 波多947番地1
掛合第 8 入間交流センター 入間498番地5

開
票
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路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ

改
正

　
地
域
振
興
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
１
３

　
11
月
よ
り
一
部
の
バ
ス
路
線
で

次
の
と
お
り
ダ
イ
ヤ
改
正
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
運
行
者
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
雲
南
市
民
バ
ス
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
、
高
速
バ
ス
「
松
江
広
島
線
」

（
グ
ラ
ン
ド
ア
ロ
ー
）

【
改
正
日
】
11
月
１
日
（
火
）

【
改
正
点
】

① 

一
部
の
便
を
特
急
（
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
便
）
に
改
正

※ 

玉
造
、
宍
道
、
加
茂
、
木
次
高

速
、
大
塚
駅
に
停
車
し
な
い
便

が
増
え
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

② 

松
江
し
ん
じ
湖
温
泉
駅
発
着
の

便
を
一
部
松
江
駅
発
に
改
正

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
一
畑
バ
ス
株
式
会
社
本
社
　

　
☎
0
８
５
２-

20-

５
２
０
５

　（
年
中
無
休
／
受
付
時
間
：
９

時
か
ら
17
時
20
分
ま
で
）

◦
一
畑
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー
　
　
　

　
☎
０
８
５
２-

20-

５
２
５
２

　（
年
中
無
休
／
受
付
時
間
：
９

時
か
ら
18
時
ま
で
）

２
、
飯
南
町
営
バ
ス
「
赤
名
吉
田

線
」（
い
～
に
ゃ
ん
バ
ス
）

【
改
正
日
】

　
11
月
１
日
（
火
）

【
改
正
点
】

① 

高
速
バ
ス
「
松
江
広
島
線
」
ダ

第32回早稲田大学留学生ホームステイ事業 ホストファミリー募集
　雲南市国際文化交流協会では、毎年早稲田大学に留学している学生をホームステイ事業として受け入れていま
す。この期間中に家族の一員として受入れ、一緒に生活していただくご家庭を募集します。
　ホームステイは日常生活の中で英語に触れ、お互いに異文化を学ぶよい機会です。
　留学生はある程度の日本語は話せますので、英語が話せなくても大丈夫です。
　雲南市内の皆さんからの応募をお待ちしています。

【期間】平成29年２月11日（土）～３月４日（土）　　　 

【締切】11月30日（水）

【申し込み・問い合わせ先】

　雲南市国際文化交流協会　事務局
　木次町木次 1012 番地１
　☎ 0854－42－0082・ FAX0854－42－0082
　e-mail： uikyokai@bs.kkm.ne.jp

国税に関するマイナンバーの最新情報は 

国税庁ホームページトップ上段 

             をクリック 

　国税庁では、毎年11月11日から17日

までを「税を考える週間」として、国税庁

ホームページでさまざまな情報を提供して

います。 

　私たちのくらしを支える税について、ぜ

ひこの機会に考えてみてください。

　詳しくは国税庁ホームページをご覧くだ

さい。 

 

で

 

http://www.nta.go.jp

 

11月11日から17日までは「税を考える週間」です

イ
ヤ
改
正
に
伴
う
改
正

②
飯
南
町
内
の
停
留
所
追
加

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
飯
南
町
役
場
住
民
課

　
☎
０
８
５
４-

76-

２
２
１
３
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私たち、男女共同参画サポーターです！ 

～雲南市で男女共同参画を推進している力強い仲間“島根県男女共同参画サポーター”。
このコーナーでは、その活動を８人のサポーターが自ら紹介していきます。～

　　　　　　　Part.4　「オリジナル絵本の読み語り」（文：石
いし
田
だ
美
み
幸
ゆき
さん）

　寺領小学校で読み語りボランティアをさせていただいている私
は、２年前に自分たちの手で制作した男女共同参画絵本『ぴかり
ん』『はしのうんどうかい』の２冊を積極的に読んでいます。こ
れからの時代を生きる若い世代への啓発がとても大切なのではな
いか、という想いから作り上げた絵本です。
　その寺領小学校で、昨年度末にボランティアに対する「ありが
とうの会」があり、中学年さん一人ひとりからお手紙をいただき
ましたが、その中に「一番心に残った本は『ぴかりん』です」と
いう一文があり、これはもう大感激 !!
　オリジナル絵本は、市内の図書館や幼稚園・小学校などに置い

ていただいていま
す。
　ぜひ、親子で読ん
で『お互いの適性を
認めあい、それぞれ
が持つ力を発揮する
ことの大切さ』を感
じてもらえたら嬉し
いです。（写真は、オリジナル絵本と著者が寺領小学校で読み
語りをする様子）

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123問い合わせ 島根県消費者センターマスコット

キャラクターだまされないゾウくん

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

「海外宝くじ」には手を出さないで！

●申し込んでいないのに宝くじに当選することはありえません。「当選した」などの
　甘い話には乗らないようにしましょう。
●海外宝くじは、日本国内で買うだけでも違法となる可能性があります。絶対に購
　入してはいけません。
●クレジットカード番号を教えると、その後何度も代金を請求されるケースもありま
　す。カード番号を安易に教えないようにしましょう。
●当選金をもらえると信じ込み、手数料を送り続けてしまうケー
　スも見られます。周囲の人は、日頃から高齢者の様子に不審
　なところがないか見守りましょう。

事　例

アドバイス

オランダから約４百万円の宝くじ当選金の小切手を引き渡すという封書が届いた。配
送手数料として８千円が必要と記載されていたので、クレジットカード番号を記入し
て返送したが、当選金の小切手は届かず、手違いがあったのかと思っていた。後日、
再度同じ内容の封書が来たので、今度は現金で８千円を同封して返送した。現在、最
初の配送手数料８千円をクレジットカード会社から請求をされているが、当選金はま
だ届かない。
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雲
南
市
創
作
市
民
演
劇
第
７
弾

「
異
伝
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」

出
演
者・ス
タ
ッ
フ
大
募
集
！

　
雲
南
市
演
劇
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
１
５
５

　
市
民
劇
第
１
弾
と
し
て
２
０
１

２
年
に
初
演
、「
観
客
が
選
ぶ
、

も
う
一
度
見
た
い
作
品
」
第
１
位

の
『
異
伝
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
』
を

再
上
演
！
年
齢
・
性
別
・
経
験
不

問
、
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で

す
！

　
一
緒
に
雲
南
で
お
芝
居
を
作
り

ま
せ
ん
か
？

【
脚
本
・
演
出
】

　
亀か
め

尾お

　
佳よ
し
ひ
ろ宏
さ
ん

【
申
込
締
切
】

　
11
月
11
日
（
金
）
ま
で

【
顔
合
せ
＆
説
明
会
】

　
11
月
13
日
（
日
）
14
時
か
ら
16

時
ま
で

　
木
次
経
済
文
化
会
館
チ
ェ
リ

ヴ
ァ
ホ
ー
ル

【
参
加
料
】
無
料

【
公
演
日
】

　
平
成
29
年
3
月
18
日
（
土
）、

19
日
（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
市
演
劇
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会 

（
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
内
）　

☎
０
８
５
４-

42-

１
１
５
５

感 謝 手の 紙
日本一短い

vol.64

今回は木次町の方々の感謝の手紙です。

雲南市青少年健全育成協議会
（教育委員会社会教育課）

☎0854-40-1073

　
　
お
か
あ
さ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
ぼ
く
が
好
き
な
も
の
を
つ

く
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
お
か
あ
さ
ん
、
ぼ
く
の

た
め
に
あ
り
が
と
う
。

　
　
Ｒ
へ

　
お
て
が
み
あ
り
が
と
う
。
い
つ
も
お
手
伝
い
を
し
て

く
れ
る
あ
な
た
が
だ
い
す
き
だ
よ
。
も
う
す
ぐ
２
人
の

お
兄
さ
ん
だ
ね
。
頑
張
ろ
う
。

　
　
神
楽
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
さ
ん
へ

　
ぼ
く
は
３
年
間
神
楽
を
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

奏
楽
も
舞
も
ど
ち
ら
も
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ

い
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
神
楽
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
へ

　
少
な
い
回
数
と
短
い
時
間
で
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
西
日
登
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
神
楽
を
体
験
し
た

こ
と
を
、
よ
い
思
い
出
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
家
族
の
み
な
さ
ん
へ

　
い
つ
も
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
私
を
怒
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
い
つ
か
親
孝
行
が
で
き
る
と
き
が
来
た

ら
、
き
っ
と
し
ま
す
。

　
　
大
切
な
娘
へ

　
あ
り
が
と
う
。
そ
の
言
葉
を
信
じ
て
、
あ
な
た
の
成

長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
怒
る
の
は
大
切
に
思
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

　
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
習
字
教
室
の
先
生
な
の
で
字
が
う
ま

い
で
す
ね
。
ぼ
く
も
ば
あ
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
き
れ
い
な

字
を
書
き
た
い
で
す
。

　
　
孫
へ

　
あ
り
が
と
う
。字
を
書
く
こ
と
が
と
て
も
好
き
で
す
。

心
を
こ
め
て
一
字
一
字
て
い
ね
い
に
書
く
と
よ
い
字
に

な
っ
て
好
き
に
な
り
ま
す
。

　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

　
い
つ
も
家
の
こ
と
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
家

に
私
が
い
な
い
と
き
も
花
を
き
れ
い
に
し
て
す
ご
い

ね
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。

　
　
孫
へ

　
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
に
も
す
ご
い
ね
、
素
敵
ね
と

言
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。そ
の
一
言
が
元
気
の
源
。

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
ね
！
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市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週月曜日、４日（金）、24日（木）
　おはなし会：５日（土）10:00 ～　８日（火）、15日（火）、22日（火）15:30 ～
　　　　　　三刀屋子育て支援センター　29日（火）10:00 ～

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

新着の本（抄）
▼赤川次郎「友の墓の上で」▼村山由

ゆ
佳
か

「ラヴィアンローズ」▼柚
ゆ

月
づき

裕
ゆう

子
こ

「あしたの君へ」▼あさのあつこ「燦
さん

⑦⑧」▼高
たか

田
だ

 郁
かおる

「あきな
い世

せ
傳
でん

金と銀②」▼田
た

中
なか

経
けい

一
いち

「ラストレシピ　麒
き

麟
りん

の舌
した

の記憶」▼高
たか

橋
はし

幸
さち

枝
え
「小さなことの積み重ね」▼川

かわ
島
しま

芙
ふ

美
み

子
こ
「出雲の神々に出会う旅」

▼木
き

村
むら

草
そう

太
た

 編「いま、<日本>を考えるということ」▼イヴ・ジネス
ト「『ユマニチュード』という革命」▼五

い が ら し
十嵐久

ひさ
佳
か

 監修「頭痛女子バ
イブル」▼鈴

すず
木
き

亮
りょう

司
じ

「100歳まで歩ける！『体芯力』体操」▼大
おお

鹿
しか

哲
てつ

郎
ろう

 監修「目の病気がよくわかる本」▼主婦の友社 編「暮らしやすい
『間取り』づくりのヒント」▼ホセ・ムヒカ 述「世界でもっとも貧し
い大統領ホセ・ムヒカの言葉」▼槇

まき
村
むら

さとる・地
じ

曳
びき

いく子
こ
「大人のおしゃ

れDo!＆Don't」▼梅本正樹「シニアのなっとく家計学」▼山
やま

口
ぐち

美
み

佐
さ
「部

活弁当」▼加
か

藤
とう

哲
てつ

郎
お

 監修「いちばんよくわかる超図解土と肥料入門」
▼ハーレー静

しず
代
よ
「やっこ繫ぎと花繫ぎの折り紙小物」▼ベースボール・

マガジン社「大相撲決まり手大図鑑」▼阿
あ

川
がわ

佐
さ

和
わ

子
こ

「強父論」▼又
また

吉
よし

直
なお

樹
き

「夜を乗り越える」▼佐藤愛子「九
きゅう

十
じっ

歳
さい

。何がめでたい」▼トー
ン・テヘレン「ハリネズミの願い」▼井上ユリ「姉・米

よね
原
はら

万
ま

里
り

」

木次図書館　　☎0854-42-1021
 11月の休館日  
　毎週月曜日、振替休館：１日（火）、３日（木・祝）、23日（水・祝）
　月末整理休館：30日（水）、臨時休館：20日(日)
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～（3日は除く）
　☆古本・古雑誌再生市　20日（日）10:00 ～（視聴覚室）
　　図書館は休館ですので、勤労青少年ホーム側入口からお入りください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　　☎0854-43-6131
 11月の休館日 
　毎週金曜日、３日（木・祝）、23日（水・祝）、月末整理休館：30日（水）
 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ　毎週月曜日　10:30 ～
　　（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　　☎0854-49-8739
 11月の休館日  
　毎週木曜日、振替休館：４日（金）、23日（水・祝）、月末整理休館：30日（水）
 イベント案内 
　☆絵本のひろば　８日（火）10:30 ～

乳幼児と家族の方が気軽に図書館や本を楽しんでいただく時間です。

掛
　合

保育園開放日
夢の子園 保 育 所 開 放 日 ９日㈬・16日㈬・30日㈬   9:00 ～ 11:00

昼 食 試 食 会 16日㈬（要予約・〆切９日） 11:00 ～ 12:00
支援センター (分室：掛合体育館）

分　室 子 育 て 相 談 日  ２日㈬   9:30 ～ 11:00
お 話 の 日  ４日㈮ 10:30 ～ 11:00

好老センター ハロウィンパーティー 10日㈭（要予約・〆切４日）   9:30 ～ 11:00
ベ ビ ー マ ッ サ ー ジ 25日㈮（要予約・〆切18日） 10:00 ～ 12:00

出前保育
吉田地区 親 子 ふ れ あ い 遊 び 18日㈮   9:30 ～ 11:30

問い合わせ先 

▲

かけや夢の子園 ☎62-9900
　　　　　　 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

吉
　田

保育所開放日　
吉田保育所 17日㈭   9:30 ～ 11:30
田井保育所  ９日㈬   9:30 ～ 11:30
社協子育てサロン（あいあいクラブ・掛合子育て支援センター）
吉田健康福祉センター 親 子 ふ れ あ い あ そ び ♪ 18日㈮   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

吉田保育所 ☎74-0330　　 

▲

田井保育所 ☎75-0201
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078
　　　　　　 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

大
　東

教室・相談

大東子育て支援
センター

子育て教室『お芋パーティー』
（あおぞら保育園）  ２日㈬   9:30 ～ 11:30

赤ちゃん教室『赤ちゃんマッサージ・離乳食試食』
（あおぞら保育園）  ９日㈬   9:30 ～ 11:30

子 育 て 相 談 11日㈮、25日㈮ 10:00 ～ 17:00
福祉センターおおぎ 市 育 児 相 談 29日㈫   9:30 ～ 11:00
大東古代鉄歌謡館 劇団プーク公演『うかれバイオリン　他』 26日㈯ 10:00開演
子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
よちよち（旧久野幼稚園）  ５日㈯   9:30 ～ 11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ７日㈪   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 10日㈭   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター） 11日㈮   9:30 ～ 11:30
地域サークル
佐世交流センター 17日㈭   9:30 ～ 11:30
大東サークル（木馬） 18日㈮   9:30 ～ 11:30
幡屋交流センター 21日㈪   9:30 ～ 11:30
保育園開放日
大東保育園 毎週水曜日 試食の予約：前日16:00まで
かもめ保育園 毎週金曜日 試食の予約：前日16:00まで
あおぞら保育園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
問い合わせ先 

▲

大東保育園 ☎43-6132　 

▲

かもめ保育園 ☎43-5028 　 　 　 　 　 　  ▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お茶会  １日㈫ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば（ベビーマッサージ・タッチケア）  ２日㈬ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば（さつまいも掘りをしよう！）  ９日㈬ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば（焼きいもをしよう！） 16日㈬ 10:00～（２時間程度）
※お誕生日の当日にお祝い会をします。11月生まれのお友だちはご予約ください。
※行事があっても通常利用ができますので利用ください。

教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室） 10日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 17日㈭ 10:00 ～（※要予約）
育児相談 21日㈪   9:30 ～ 11:30
もぐもぐ教室（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 24日㈭ 10:00 ～（※要予約）
ア レ ル ギ ー 対 応 食 教 室 28日㈪ 10:00 ～（※要予約）
たまごクラブ（妊婦さんサロン） 30日㈬ 10:00 ～（※要予約）

保育園開放日
たちばら保育園 月曜日～金曜日（平日) 10:00～（１時間程度）
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355
　　　　　　 

▲

加茂交流センター ☎49-8380
　　　　　　 

▲

たちばら保育園 ☎49-8122

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

誕生会（誕生児要予約） 10日㈭ 10:30 ～
ミュージックケア（1才半未満） 11日㈮ 10:00 ～（※要予約）
赤ちゃんの部屋（足もみマッサージ） 18日㈮ 10:00 ～（※要予約）
赤ちゃんの部屋（消しゴムハンコ） 22日㈫ 10:00 ～（※要予約）
お は な し 会 29日㈫ 10:30 ～

出前保育
西日登交流センター  ９日㈬ 10:00 ～
教室・相談

木次子育て支援
センター

ベビーマッサージとママの軽運動（３～７ヵ月）  ７日㈪   9:30 ～（※要予約）
ベビーマッサージ（３～７ヵ月） 15日㈫ 10:00 ～（※要予約）
育 児 相 談、 妊 婦 サ ロ ン 25日㈮   9:30 ～ 11:00受付
離 乳 食 教 室（ ５ ～ ８ ヵ 月 ） 30日㈬ 10:30 ～（※要予約）

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

三
刀
屋

支援センター　
三刀屋子育て支援

センター
育児相談  ７日㈪   9:30 ～ 11:00受付
あそぼう広場 17日㈭ 10:00 ～ 10:30
ベビーマッサージ（８ヵ月まで） 24日㈭ 10:00 ～ 11:00（※要予約）

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール11 図書館だより図書館だより月
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◆育児相談
掛合子育て支援センター  ２日㈬

9:30 ～
三刀屋子育て支援センター  ７日㈪
加茂子育て支援センター 21日㈪
木次子育て支援センター 25日㈮
地域福祉センターおおぎ 29日㈫
◆妊婦サロン
木次子育て支援センター 25日㈮ 10:00～
◆離乳食教室
木次健康福祉センター  １日㈫ 9:30～

◆断酒会
吉田ふるさとセンター  ３日㈭ 19:00～21:00
加茂健康福祉センター  ７日㈪ 18:30～20:30
大東地域交流センター 15日㈫

19:00～21:00掛合まめなかセンター 16日㈬
下熊谷交流センター 21日㈪
三刀屋健康福祉センター 29日㈫

◆平日がん検診（要予約）
　（胃がん、肺がん）
三刀屋文化体育館アスパル 21日㈪   9:00～11:30
大東地域交流センター 21日㈪ 13:30～15:30

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 24日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 17日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター 16日㈬ 13:00～（３歳児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 10日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

◆その他相談
こころの健康＆もの忘れ相談  ９日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南  ９日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
ひとり親家庭法律相談 いきいきプラザしまね  ９日㈬ 13:30 ～ 15:30

（要予約）【問】一般財団法人島根県母子寡婦福祉連合会　☎ 0852-32-5920
雲南サロン「陽だまり」 10日㈭

24日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
思春期・青年期こころの相談 16日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
交通事故巡回相談 出雲市役所 17日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所 17日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
難病サロン「ひまわり」 18日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 21日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
難病サロン しまね難病相談支援センター 24日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510
こころのサロン「つくし」 25日㈮ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
はじめての子育て講座「親子の絆教室」 下熊谷交流センター 30日㈬ 14:00 ～ 16:00

【問】子ども家庭支援課　☎ 40-1067 （要予約）定員10組

11月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 ２、９、16、30日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 26日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014
※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854 です。 

加茂町
㈱明和

25日㈮

  9:00～11:00
㈱山光 12:00～13:20
ＪＡしまね加茂支店

（Ａコープかも店　駐車場） 15:00～16:30

献血�【問】市民生活課　☎40-1031

UNNANアートスタート2016

栗コーダーカルテット＆
ビューティフルハミングバードコンサート
 と　き 	 11月６日（日）13:30 開場 14:00 開演
 ところ 	 木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料 	 大人1,500円（当日2,000円）、子ども500円
	 ※２歳以下無料（要整理券）

	 ※全席自由

　【問】UNNANアートスタート実行委員会
 （チェリヴァホール内）☎0854-42-1155

雲南市歴史探訪講座�
 と　き 	 11月12日（土）14:00～16:00
 ところ 	 木次経済文化会館チェリヴァホール（大会議室）

【演題】淡路松
まつ

帆
ほ

銅鐸からみた加茂岩倉銅鐸

【講師】定
さだ

松
まつ

佳
よし

重
え

さん（南あわじ市教育委員会）

※第２回弥生ブロンズネットワーク	リレー講座（第１講）と
しても開催します。

 定　員 	 80人（先着順）・参加無料

	 【問】文化財課　☎0854-40-1104
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市では、新たな収入確保対策として、有料広告を掲載しています。
掲載されている広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。
広告内容は市が推奨するものではありません。

広 告 枠
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人　口･･ 40,117人（－34人）

世帯数･･ 13,915世帯（±0世帯）
平成 28 年 10 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 20,852人（－11人）

男　性･･ 19,265人（－23人）

I N F O R M A T I O N

出雲の國斐伊川サミット共同事業
第９回 出雲の國伝統芸能交流大会 
 と　き  11月27日（日）10:00 ～ 16:00
 ところ  平田文化館（出雲市平田町2112-1）
 出演団体  南加茂貴船神楽社中　ほか
 入場料  500円
　【問】出雲市無形文化財連絡協議会事務局
 （出雲市文化財課）☎0853-21-6893
 地域振興課　☎0854-40-1013

第２回「“農業・農村はかっこいい！ ”和歌募集」
最終審査会および表彰式 
 と　き  11月19日（土）13:30 ～ 17:00
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  無料
入賞者が和歌をうたった背景や日々の暮らし、ふるさ
とへの想いや生き様などをパフォーマンスを交え発表
し、最優秀賞等を決定します。「しまね農村景観フォ
トコンテスト」入賞作品も展示！
　　【問】公益財団法人 ふるさと島根定住財団
 ☎0852-28-1008

第２回 UNNANディベート選手権 
 と　き  11月19日（土）10:00 ～ 14:00（予定）
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（３階大会議室）
 入場料  無料
 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

錦
にしこおり

織良
よしなり

成監督最新作 映画『たたら侍』
第40回 モントリオール世界映画祭 
最優秀芸術貢献賞受賞記念
映画『渾身KON-SHIN』緊急上映決定!!

（第25回しまね映画祭）
 と　き  11月13日（日）10:15（9:45開場）
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  一律500円、小学生以下無料
 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

第25回 しまね映画祭クロージングイベント

「しまね映画塾2016 in雲南
　 作品発表上映会」
 と　き  11月23日（水・祝）13:30 ～
 ところ  三刀屋文化体育館アスパル
 入場料  無料
　　【問】しまね映画祭実行委員会事務局
 ☎0852-22-5502

チェリヴァシアター LIVE

「クレエ座プロデュース F
ファースト

irstS
ス テ ッ プ

tep <T
テ イ ク ワ ン

AKE1>
『ぽっくりさん～夏の約束～』」 

 と　き  11月19日（土）19:00 ～
 20日（日）14:00 ～
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  【全席自由・税込】一般800円、高校生

以下500円　※未就学児無料

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

宝くじ文化公演

外
と

山
やま

雄
ゆう

三
ぞう

指揮大阪交響楽団コンサート 
 と　き  11月13日（日）13:30開場 14:00開演
 ところ  加茂文化ホール　ラメール（大ホール）
 入場料  【全席自由・税込】一般3,000円、高校生

以下1,500円（当日各500円増）

 【問】ラメール　☎0854-49-8500

第10回 雲南市民歳末余芸大会 
 と　き  12月４日（日）13:00 ～ 17:00（開場12:00）
 ところ  三刀屋文化体育館アスパル
 入場料  前売券1,000円（当日1,500円）、中学生以下無料
　【問】雲南市民歳末余芸大会実行委員会
 （雲南市社会福祉協議会内）☎0854-45-9888

第27回 出雲追
お い

分
わ け

全国優勝大会 
 と　き  11月23日（水・祝）8:45開会
 ところ  加茂文化ホール ラメール（大ホール）
 入場料  無料
　　　　　　【問】出雲追分事務局（ラメール内）
 ☎0854-49-8500

文化講演会 
 と　き  11月12日（土）14:00 ～ 15:30
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
 入場料  無料

【講師】伊
い

藤
とう

聡
さと

子
こ

さん（フリーキャスター）

【演題】女性の活躍が日本を救う！
　【問】公益社団法人 雲南法人会　☎0854-45-0212


